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別
子
稼
行
以
前
の

住
友
鎮
業

る
か
の
や
う
に
思
ひ
、

一
般
世
人
は
、
住
友
の
鎖
業
と
言
へ
ば
、
別
子
銅
山
を
思
ひ
、
別
子
銅
山
と
言
へ
ば
、
直
ち
に
住
友
を
思
ふ
。

住
友
と
別
子
と
の
闊
係
は
、

そ
れ
ほ
ど
に
も
深
く
、
世
に
も
知
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
別
子
銅
山
が
開
坑
以
来

二
百
敷
十
年
の
長
ぎ
に
亙
り
、
住
友
の
財
本
と
し
て
、

不
斯
連
績
に
鰹
螢
さ
れ
来
っ
た
比
類
な
ぎ
歴
史
よ
り
す
れ

併
し
な
が
ら
、
別
子
銅
山
は
住
友
鎖
業
史
上
如
何
な
る
地
位
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
か
。
特
に
年
代
的
見
地
に

於
い
て
そ
れ
は
ど
う
な
る
で
あ
ら
う
か
。
多
く
の
人
々
は
唯
漠
然
と
別
子
銅
山
を
以
つ
て
住
友
鎖
業
の
濫
瘍
で
あ

一
部
の
人
々
が
そ
れ
以
前
更
に
吉
岡
銅
山
の
あ
っ
た
こ
と
を
知
つ
て
ゐ
る
。
「
住
友
物
語
」

や
「
別
子
開
坑
二
百
五
十
年
史
話
」
に
そ
れ
が
見
え
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
吉
岡
銅
山
の
稼
行
が
住
友

の
鎖
山
紐
営
の
最
初
の
も
の
で
あ
る
の
か
。
又
そ
れ
の
み
が
別
子
稼
行
に
先
行
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
。

は
な
い
。
直
接
資
料
の
跛
如
の
為
め
、
今
日
迄
全
く
忘
れ
ら
れ
、
見
失
は
れ
て
ゐ
た
が
、
間
接
の
甑
片
的
な
閥
係

資
料
を
蒐
集
し
つ
A

、
仔
細
に
検
討
を
加
へ
て
行
く
と
、
賓
は
吉
岡
銅
山
の
稼
行
以
前
、
既
に
相
嘗
長
期
に
亙
つ

て
、
諸
方
の
敷
多
い
鎖
山
が
稼
行
さ
れ
、

ば
、
そ
れ
は
ま
こ
と
に
も
故
あ
り
と

言
ふ
べ
ぎ
で
あ
ら
う
。

序

一ロ

さ
う
で

そ
の
鰹
瞼
を
以
つ
て
、
始
め
て
困
難
な
し
か
し
有
望
な
吉
岡
古
銅
山
の



鍼

山

の

稼

行

糾

歴

て
、
管
見
の
及
ぶ
ま
A

に
論
述
し
た
い
と
思
ふ
。

稼
行
が
企
て
ら
れ
、
こ
れ
を
機
緑
と
し
て
別
子
銅
山
の
入
手
と
な
り
、
更
に
賓
質
的
永
代
稼
行
櫂
の
確
保
と
な

こ
4

に
鎖
業
上
に
於
け
る
住
友
の
優
勢
な
地
位
が
い
よ
い
よ
揺
ぎ
な
く
確
立
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

「
ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
成
ら
ず
」
と
言
ひ
、
「
事
の
成
る
は
成
る
の
日
に
成
る
に
非
ず
」
と
言
ふ
。

友
の
財
本
で
あ
っ
た
世
界
の
名
山
別
子
銅
山
の
入
手
と
確
保
と
に
は
、
之
に
先
行
す
る
長
期
の
撓
ま
ぬ
螢
為
と
豊

か
な
紐
瞼
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
決
し
て
偶
然
の
愧
倖
と
し
て
来
た
も
の
で
は
な
い

。
こ
れ
に
就
い

て
、
吉
岡
銅
山
の
稼
行
は
次
輯
に
詳
し
く
論
ず
る
の
で
、
こ
A

で
は
躙
れ
な
い
。

住
友
家
で
は
、
三
代
友
信
の
時
、
吉
岡
銅
山
に
劉
す
る
、
天
和
元
年
（
声
景
」
二
以
来
の
第
一
回
稼
行
失
敗
の
後

①
 

を
う
け
て
、
同
四
年
正
月
再
稼
行
願
書
を
提
出
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
願
書
を
見
る
と
、
従
来
こ
の
銅
山
に
載
係

し
た
多
く
の
鎖
山
師
の
失
敗
の
理
由
と
し
て
、

（
索
）

第
一
山
か
せ
ぎ
一
圃
不
存
白
人
、
或
者
手
前
不
如
意
成
族
も
御
座
候
而
、
仕
届
ヶ
不
申
候
。

と
、
鰹
験
の
鋏
如
と
資
本
の
貧
弱
と
を
指
摘
し
た
後
、
自
ら
の
立
場
に
就
い
て
、

りヽ

別
子
稼
行
以
前
の
住
友
錮
業

本
論
に
は
そ
れ
以
外
に
就
い

ま
こ
と
に
住



別
子
稼
行
以
前
の
住
友
鍛
業

ゐ
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
即
ち
住
友
が
吉
岡
銅
山
着
手
迄
に
、
既
に
諸
國
で
敷
多
く
の
鎮
山
を
稼
行
し
、

で
充
分
鍛
錬
を
積
ん
で
ゐ
た
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
に
就
い
て
は
、
更
に
十
年
後
の
元

R
 

緑
六
年
五
月
の
稼
行
綴
績
願
書
に
も
、
今
少
し
く
具
臆
的
に
同
様
な
こ
と
を
申
述
べ
て
ゐ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
れ
は
友
信
の
子
友
芳
の
代
で
あ
る
が
、

事
に
就
き
、

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 
0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

私
敷
代
御
料
私
領
敷
ヶ
所
銅
山
仕
来
り
申
鍛
錬
を
以
、
川
筋
長
サ
六
拾
間
餘
厚
板
二
而
張
詰
、
間
符
之

内
ど
ろ
水
を
さ
ら
へ
、
水

<
A
り
不
申
様
二
、
申
正
月
二
汀
）
か
五
月
迄
大
普
請
仕
立
申
候
。

と
言
っ
て
ゐ
て
、
前
の
願
書
の
「
諸
園
」
は
「
御
料
私
領
敷
ヶ
所
」
即
ち
幕
領
と
藩
領
敷
箇
所
と
な
っ
て
ゐ
る
上

に
、
別
に
既
往
敷
代
の
間
と

、．
そ
の
期
間
を
も
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

が
、
今
日
の
用
例
と
は
異
な
り
、
甚
だ
し
く
含
み
の
廣
い
こ
と
は
、
例
へ
ば
元
緑
十
五
年
（
冨
冨
戸
七
）
の
吉
岡
銅
山

3
 

0
 
0
 

産
銅
増
盆
意
見
書
に
、
「
間
符
敷
ヶ
所
之
内
私
掘
明
銅
掘
出
し
申
候
間
符
」
と
し
て
列
拳
し
た
間
符
（
坑
道
）
が
、

と
申
立
て
A

ゐ
る
。
こ
4

に
注
意
を
要
す
る
の
は
、

御
山
無
恙
唯
今
迄
相
勤
申
候

そ
の
方
面

そ
れ
に
は
四
十
年
来
麿
棄
さ
れ
て
ゐ
た
六
枚
と
い
ふ
間
符
（
坑
道
）
の
エ

し
か
も
そ
の
「
敷
ヶ
所
」
と
い
ふ
語
句

「
私
義
者
諸
図
二
而
山
か
せ
ぎ
能
た
ん
れ
ん
仕
」
と

言

っ
て

0

つ

0

0

0

0

0

0

0

(

)

 

0
 
0
 

0
 

0
 

0
 

0

0

0

 

乍
憚
、
私
義
者
諸
國
二
而
山
か
せ
ぎ
能
た
ん
れ
ん
仕
り
、
大
分
仕
入
銀
仕
置
、
手
廣
ク
か
せ
ぎ
仕
候
故
‘



に
住
友
家
の
吉
岡
銅
山
再
稼
行
或
は
稼
行
樅
績
願
書
と
言

っ
た
が
、
賓
は
其
等
の
願
書
の
願
人
は
、
泉
屋
彦
兵
衛

或
は
泉
屋
勘
介
・
同
助
七
と
な
っ
て
ゐ
て
、
住
友
家
の
嘗
主
た
る
友
信
や
友
芳
は
請
人
と
な
り
、
殊
に
天
和
四
年

の
場
合
は
、
請
書
に
こ
そ
請
人
と
し
て
名
を
列
ね
て
ゐ
る
も
の
A

、
問
題
の
願
書
そ
の
も
の
に
は
請
人
の
連
記
な

註

と
こ
ろ
で
、
前
項
の
史
料
に
就
い
て
は
、

な
る
で
あ
ら
う
。

こ
入
に
少
し
く
説
明
の
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
右
の
記
述
で
は
、
直
ち

鎖
山
稼
行
の
願
人
と
語
人

⑤
こ
の
意
見
書
の
敷
箇
所
が
必
ず
し
も
敷
十
箇
所
の
誤
寓
と
も
思
へ
な

い
こ
と
は
、
こ
の
意
見
書
を
載
せ
た
「
”
匠
呻
〗
元
緑
四
未
年
力
諸
願

之
」
と
い
ふ
語
句
も
あ
る
こ
と
か
ら
考
へ
ら
れ
る
。

①
②
備
中
川
上
郡
吹
屋
村
御
山
用
控
・
備
中
銅
山
控
゜

拍
」
．
「
”
□

御
銅
山
覺
」
の
雨
書
と
も
同
様
で
あ
る
と
共
に
、
そ
の

0

0

0

 

少
し
前
の
と
こ
ろ
に
は
「
先
年
か
掘
申
候
間
符
敷
凡
百
ヶ
所
餘
在

間
の
稼
行
銅
山
も
相
営
敷
に
上
る
こ
と
が
考
へ
ら
れ
、

こ
A

に
住
友
鎖
業
史
は
更
に
見
直
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
A

上
、
少
く
も
祖
父
友
以
の
代
に
及
ぶ
こ
と
は
勿
論
、
更
に
そ
の
父
蘇
我
理
右
衛
門
壽
洞
に
も
遡
る
と
共
に
、

R
 

穂
計
五
十
一
箇
所
に
も
及
ん
で
ゐ
る
こ
と
に
よ
っ
て
察
せ
ら
れ
る
。

さ
う
す
れ
ば
、

別
子
稼
行
以
前
の
住
友
鎮
業

そ
の

友
芳
よ
り
敷
代
と
い
ふ
以

四



別
子
稼
行
以
前
の

住
友
錮
業

吹
屋
村
銅
山
水
抜
井
御
運
上
之
儀
、
泉
屋
彦
兵
衛
御
請
仕
、
奮
冬
迄
妥
元
二
相
詰
、
諸
事
差
引
仕
候
虞
、

ち
そ
れ
に
は
次
の
や
う
に
陳
述
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

五

く
、
願
人
彦
兵
衛
壼
人
の
み
を
記
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
を
そ
の
個
々
の
願
書
の
み

に
就
い
て
、
表
面
的
に

言
ふ
な
ら
ば
、
そ
の
「
私
」
な
る
も
の
は
願
人
の
こ
と
で
、
請
人
の
開
す
る
と
こ
ろ
で
は

な
い
か
の
や
う
に
も
解
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
併
し
な
が
ら
、
嘗
時
の
稼
行
の
賓
際
に
就
い
て
こ
れ
を
見
れ
ば
、

そ
失
敗
し
た
の
で
、
憚
り
乍
ら
私
義
は
」
な
ど
A

大
見
榮
を
切
り
、
多
額
の
紐
費
を
要
す
る
、

さ

吉
岡
銅
山
最
初

の
、
百
八
十
間
に
も
及
ぶ
大
水
抜
（
疏
水
坑
道
）
掘
槃
を
申
出
た
彦
兵
衛
と
は
、
抑
ミ
何
者
か
と
い
ふ
こ
と
が
先
づ

問
題
に
な
る
が
、
こ
の
彦
兵
衛
と
言
ひ、

又
勘
介
・
助
七
と
言
ひ
、
い
づ
れ
も
住
友
家
の
手
代
で
あ
っ
た
の
で
、

そ
の
助
七
と
い
ふ
の
は
、
後
ち
元
腺
七
年
（
這
囀
戸
六
）
の
別
子
銅
山
の
火
災
に
殉
職
し
た
銅
山
元
締
役
の
杉
本
助
七

の
こ
と
で
あ
る
。
彼
等
の
願
書
や
請
書
の
署
名
に
、
請
人
と
一
括
し
て
、
或
は
別
箇
で
あ
っ
て
も
、
請
人
と
同
じ

①
 

大
坂
淡
路
町
壼
丁
目
と
い
ふ
所
書
を
記
し
て
ゐ
る
の
は
そ
の
た
め
で
、
そ
こ
に
請
負
願
人
た
る
山
師
と
請
人
と
の

賓
際
的
開
係
を
考
へ
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
、
貞
享
―
―
一
年
（
這
這
戸
二
九
月
六
日
附
で
、
勘
介
・
助
七

①
 

雨
人
よ
り
新
任
初
巡
視
の
代
官
後
藤
覺
右
衛
門
へ
差
出
し
た
山
師
代
理
届
書
が
、
恰
好
の
参
考
資
料
と
な
る
。
即

う
で
は
な
い

。
第
一
幕
領
銅
山
の
稼
行
願
書
に
、

「
今
迄
は
ズ
ブ
の
素
人
や
資
力
の
貧
弱
な
輩
が
や
っ
た
れ
ば
こ



彦
兵
衛
儀
大
坂
二
不
叶
用
事
御
座
候
而
罷
越
候
。
彦
兵
衛
為
代
拙
者
共
吹
屋
村
銅
山
相
詰
罷
在
候
。

こ
れ
で
わ
か
る
や
う
に
、
彦
兵
衛
が
大
阪
に
已
む
を
得
ぬ
所
用
で
赴
い
た
た
め
、
毀
に
殆
ん
ど
一
年
も
前
か

ら
、
勘
介
・
助
七
の
二
人
が
代
理
と
し
て
銅
山
に
詰
め
て
ゐ
た
の
で
、
現
に
貞
享
三
年
正
月
十
五
日
附
の
代
官
所

⑤

④

 

役
人
宛
大
水
抜
人
敷
覺
書
や
、
同
四
年
三
月
附
の

宗
門
帳
の
提
出
者
は
助
七
に
な
っ
て
居
り
、
殊
に
後
者
に
は
明

確
に
「
吹
屋
村
銅
御
山
師
泉
屋
彦
兵
衛
代
」
と
い
ふ
肩
書
を
つ
け
て
ゐ
る
。

助
七
の
肩
に
は
、

と
こ
ろ
が
、
こ
の
代
理
居
の
勘
介
・

又
「
い
つ
み
や
吉
左
衛
門
代
」
と
附
記
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、

こ
の
黙
雨
者
の
閥
係
を
窺
ふ
に
甚

だ
都
合
が
よ
い
の
で
あ
る
。
抑
ミ
彦
兵
衛
が
貞
享
二
年
の
冬
已
む
を
得
ぬ
所
用
で
大
阪
に
赴
い
た
と
い
ふ
の
は
、⑤
 

前
年
に
あ
っ
た
住
友
家
の
江
戸
為
替
手
違
事
件
の
善
後
虞
理
に
闊
係
し
て
の
こ
と
A

考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て

彦
兵
衛
は
爾
後
そ
の
ま
A

銅
山
に
は
婦
ら
ず
、
勘
介
と
助
七
と
が
其
の
跡
を
引
綴
ぐ
こ
と
A

な
り
、
其
後
元
緑
元

年
及
び
六
年
の
稼
行
搬
績
願
書
も
雨
人
の
名
で
提
出
し
て
ゐ
る
。
し
か
も
其
の
間
よ
り
更
に
別
子
銅
山
最
初
の
踏

査
人
た
る
十
右
衛
門
や
貞
右
衛
門
等
の
手
代
も
、
裳
山
の
支
配
人
或
は
山
師
と
し
て
来
山
し
、
順
次
相
交
替
し
て

R
 

事
に
常
っ
た
。
そ
れ
は
元
緑
六
年
十
二
月
の
銅
山
火
災
報
告
書
が
泉
屋
十
右
衛
門
の
署
名
で
提
出
さ
れ
、
又
同
九

⑦
 

年
九
月
の
備
中
銅
御
山
仕
様
之
覺
の
署
名
が
備
中
吉
岡
御
銅
山
師
泉
屋
貞
右
衛
門
と
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
な
ど
に
よ

つ
て
知
ら
れ
る
。
こ
A

に
こ
の
銅
山
稼
行
が
住
友
家
の
事
業
で
あ
っ
て
、
直
接
事
に
嘗
っ
た
手
代
が
請
負
願
人
或

別
子
稼
行
以
前
の
住
友
鍛
業



別
子
稼
行
以
前
の
住
友
錨
業

井
小
切
風
廻
と
も
に
、
百
五
拾
間
計
も
切
抜
申
積
り
御
座
候
。

る
の
で
あ
る
。

七

仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
、
難
有
可
奉
存
候
。
左
候
ハ
ヽ
、
右
之
末
大
通
り

は
山
師
と
な
り
、
都
合
に
よ
り
随
時
交
替
し
て
ゐ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
r)

こ
の
こ
と
は
又
元
緑
元
年
十

⑤
 

月
の
稼
行
椴
績
願
書
に
よ
っ
て
一
層
よ
く
窺
は
れ
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
願
書
の
願
人
は
勘
介
・
助
七
の
二
人
で
あ

る
が
、
彼
等
は
吉
岡
銅
山
の
請
負
願
人
と
し
て
は
始
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
嘗
山
最
初
の
願
人
は
彦
兵
衛
で
あ
っ

た
に
拘
ら
ず
、
彦
兵
衛
の
存
在
を
全
く
無
視
し
、
彦
兵
衛
の
時
の
計
書
を
自
分
等
の
計
董
と
し
て
、
恰
も
自
分
等

一
定
の
計
畳
に
基
い
て
稼
行
し
て
来
た
か
の
や
う
に
、
次
の
通
り
申
述
べ
て
ゐ

吹
屋
村
銅
山
之
儀
、
先
年
御
請
仕
稼
申
候
虞
、
敷
百
年
相
績
之
御
山
故
、
間
符
共
愈
深
鋪
二
罷
成
、
水

甚
出
、
御
山
稼
不
罷
成
、
既
及
断
絶
候
。
然
共
西
園
一
番
之
結
構
成
御
山
捨
り
可
申
段
、
残
多
奉
存
候

ニ
付
、
十
ヶ
年
切
二
御
請
仕
、
大
水
抜
仕
度
之
旨
、
服
部
六
左
衛
門
様
御
代
官
所
之
節
奉
願
候
得
者
、

先
五
ヶ
年
切
二
仕
候
様
二
と
被
仰
付
、
天
和
四
子
年
か
嘗
辰
極
月
迄
之
御
定
二
而
、
大
水
抜
切
掛
り
、

只
今
迄
＿
一
大
通
り
百
四
拾
間
小
切
風
廻
六
拾
間
程
掘
明
申
候
。
存
之
外
岩
石
堅
ク
御
座
候
而
、
大
分
之

（

マ

、

）

失
却
掛
り
、
勝
手
迷
惑
仕
候
。
乍
去
切
届
不
申
段
残
念
―
―

奉
存
候
二
付
、
御
訴
詔
申
上
候
。
来
已
正
月

か
酉
極
月
迄
五
ヶ
年
之
内
被
為

が
嘗
初
か
ら
こ
の
山
を
請
負
ひ
、



訟
相
叶
、

山
師
助
七
請
負
人
中
橋
泉
屋
七
右
衛
門
と
御
裏
判
出
申
候
。

で
、
彼
等
自
身
の
獨
立
稼
行
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

こ
れ
を
更
に
別
子
銅
山
に
就
い
て
観
れ
ば
、
事
は
愈
ミ
明
瞭
と
な
る
。
即
ち
元
緑
四
年
四
月
の
別
子
銅
山
稼
行

R
 

願
書
以
下
同
九
年
及
び
十
二
年
の
稼
行
綴
績
願
書
並
に
請
書
と
も
、
願
人
は
江
戸
中
橋
上
槙
町
泉
屋
七
右
衛
門

⑩
 

で
、
泉
屋
吉
左
衛
門
は
請
人
と
な
っ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
本
銅
山
の
請
負
稼
行
者
は
、
是
れ
亦
表
面
的
に
は
七
右
衛

門
で
あ
る
か
の
や
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
も
と
も
と
こ
の
別
子
銅
山
は
、

住
友
家
が
吉
岡
銅
山
稼
行
中
の
元
緑

―
―
―
年
の
秋
、

曾
て
同
地
で
稼
い
で
ゐ
た
切
上
り
長
兵
衛
の
焚
見
報
告
を
得
て、

吉
岡
支
配
人
の
十
右
衛
門
が
賓
地

調
査
を
遂
げ
、

鏑
石
を
大
阪
へ

送
つ
て
協
議
の
上
、

し
て
願
出
で
、
認
可
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
間
の
消
息
は
田
向
十
右
衛
門
が
後
に
常
時

の
こ
と
を
手
記
し
た

⑪
 

覺
書
に、

（
猜
）

石
色
萬
端
山
之
情
分
見
居
、
鑓
持
参
致
、
大
坂
へ

登
せ
候
而
、
江
戸
願
ニ
ハ
助
七
指
下
ジ
、
首
尾
能
訴

業
で
あ
り
、
請
負
願
人
た
る
山
師
は
、

こ
れ
は
願
人
中
心
に
考
へ
た
の
で
は
、
何
と
し
て
も
理
解
出
来
な
い
こ
と
で
、
前
後
一

貫
し
た
請
人
の

立
場
に

立
つ
て
の
み
、
始
め
て
諒
解
し
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
此
等
に
よ
っ
て
、

別
子
稼
行
以
前
の
住
友
鎖
業

そ
の
手
代
と
し
て
、

主
家
の
方
針
に
従
ひ

直
接
稼
行
の
衝
に

嘗

つ
た
の

助
七
を
江
戸
へ

下
し
、
山
師
助
七
請
負
人
泉
屋
七
右
衛
門
と

J

の
銅
山
の
稼
行
が
元
来
住
友
家
の
事

八



別
子
稼
行
以
前
の
住
友
錮
業

と
言
ひ
、
吉
岡
銅
山
に
就
い
て
も
、

と
言
っ
て
ゐ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
よ
く
わ
か
る
。

か
く
て
七
右
衛
門
は
現
地
に
赴
く
こ
と
な
く
、
依
然
中
橋
店
の
⑲
 

支
配
人
と
し
て
江
戸
に
あ
り
、
現
場
稼
行
の
山
師
は
助
七
•
平
七
。
勘
介
等
が
順
次
之
に
任
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
黙
請
負
願
人
の
立
場
は
吉
岡
の
場
合
よ
り
も
一
層
形
式
的
と
な
る
繹
で
あ
る
。
し
か
も
一
方
請
人
に
就
い
て

⑬
 

観
る
と
、
年
々
代
官
所
へ
提
出
し
た
運
上
目
録
は
、
請
人
た
る
吉
左
衛
門
の
名
義
に
な
っ
て
ゐ
る
ば
か
り
で
な

く
、
十
二
年
―
―
―
月
に
は
、
銅
山
近
邊
の
材
木
濫
伐
に
閥
し
、
代
官
よ
り
直
接
吉
左
御
門
宛
に
巖
重
な
取
締
方
を
命

⑭
 

じ
来
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
此
等
の
事
賓
は
、
願
人
の
名
義
如
何
に
拘
ら
ず
、
請
人
た
る
住
友
家
嘗
主
こ
そ
賓
質

上
の
稼
行
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
現
に
元
緑
十
五
年
勘
定
奉
行
荻
原
近
江
守
重
秀
が
、
産

⑮
 

銅
振
興
策
諮
問
の
た
め
、
特
に
友
芳
を
江
戸
に
招
致
し
た
の
も
、
鎖
業
家
と
し
て
の
住
友
家
の
賓
力
を
認
め
た
た

⑯
 

め
で
あ
り
、
又
一
方
常
時
友
芳
よ
り
提
出
し
た
意
見
書
に
は
、

伊
豫
國
別
子
御
銅
山
、
拾
壼
ヶ
年
已
前
未
年
、
私
新
山
見
立
、
御
請
負
仕
、
於
子
今
相
稼
、
銅
大
分
掘

出
シ
申
候
。

御
山
、

九

延
賓
八
申
年
か
元
緑
十
一
寅
年
迄
、
年
敷
十
八
ヶ
年
之
間
、
私
御
請
負
仕
、
相
稼
申
候
。

と
言
っ
て
、
明
確
に
雨
銅
山
は
自
分
が
請
負
つ
て
稼
行
し
た
こ
と
を
申
述
べ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。



天
和
元
酉
年
ョ
リ
同
亥
年
迄
奈
良
松
木
兵
助
御
請
負
仕
候
得
共
、
銀
元
無
＞
之
埒
明
不
＞
申
候
二
付
、
御

御
運
上
銀
五
千
三
百
枚
。
貞
享
元
甲
子
年
ョ
リ
、
服
部
六
左
衛
門
様
御
代
官
虞
之
節
、
御
運
上
銀
之
義

代
官
都
築
長
左
衛
門
様
御
支
配
之
節
、
御
山
御
取
上
被
＞
遊
候
、

書
に
も
、

（
中
略
）

壼
年
之
穂
給
米
、
百
九
石
爪
斗
、
泉
屋
吉
左
衛
門
差
出

し
か
も
尚
こ
の

吉
岡
銅
山
に
就
い
て
は
、
住
友
自
ら
が
か
や
う
に
申
し
て
ゐ
る
だ
け
で
は
な
く
、
吹
屋
の
土
豪

で
後
ち
長
期
に
亙
り
こ
の
山
を
稼
行
し
た
大
塚
家
の
天
明
八
年
（
這
直
」
七
）
四
月
の
吉
岡
銅
山
請
負
人
覺
と
い
ふ
文

又
貞
享
元
甲
子
年
ョ
リ
辰
年
迄
五
ヶ
年
切
請
負

御
運
上
御
改
奉
行
五
人
、
御
扶
持
、
壼
人
、

御
中
間
五
人
、
御
扶
持
、
壼
人
、

此
外
御
陣
屋
御
役
人
―
―
一
人

七
石
宛

四
石
宛

又
元
緑
爪
巳
年
ョ
リ
酉
年
迄
五
ヶ
年
切
以
上
十
八
年

天
和
六
申
年
ョ
リ
亥
年
迄

大
坂
和
泉
屋
吉
左
衛
門
支
配
手
代
安
田
彦
兵
衛

別
子
稼
行
以
前
の

住
友
鎖
業

御
山
請
替
仕
候
様
、

泉
屋
吉
左
衛
門

-
0
 



別
子
稼
行
以
前
の

住
友
鍍
業

そ
し
て
又
住
友
家
が
、
我
が
國
屈
指
の
古
銅
山
で
、
稼
行
難
を
歎
ぜ
ら
れ
て
ゐ
た
吉
岡
銅
山
着
手
早
々
、
嘗
山

に
は
最
初
の
水
抜
、

そ
れ
も
敷
年
計
盪
の
百
八
十
間
に
及
ぶ
大
水
抜
を
計
聾
し
た
こ
と
、
否
更
に
そ
の
豫
定
計
璽

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

銅
出
高
相
應
二
被
召
上
候
様
右
吉
左
術
門
御
願
申
上
、
以
来
銅
百
斤
―
―
付
拾
斤
外
壼
割
之
積
、
御
運
上

銅
代
銀
百
斤
―
―
付
五
十
三
本
宛
差
上
、
元
禄
十
一
寅
ノ
秋
迄
拾
五
年
御
山
相
稼
申
候
。

と
言
っ
て
、
同
じ
く
住
友
家
の
稼
行
を
認
め
て
居
り
、

そ
の
上
問
題
の
請
負
願
人
彦
兵
衛
に
就
い
て
も
、
明
確
に

泉
屋
の
手
代
で
こ
の
山
の
稼
行
支
配
人
で
あ
っ
た
と

言
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
愈
ミ
残
る
と
こ
ろ
な
く
問
題

⑪
 

は
解
決
さ
れ
た
謬
で
あ
る
。

斯
様
に
し
て
、
営
時
の
稼
行
の
賓
態
が
わ
か
れ
ば
、
少
く
と
も
住
友
の
場
合
、
稼
行
願
書
或
は
請
書
に
見
え
る

請
人
と
は
、
願
人
に
劉
す
る
箪
な
る
保
證
人
で
も
、
更
に
進
ん
で
銀
元
即
ち
資
本
主
で
も
な
く
、
尚
そ
れ
以
上
の

も
の
で
あ
り
、
願
人
と
は
輩
に
名
義
上
の
軽
い
意
味
の
も
の
で
、
稼
行
の
賓
質
は
常
に
請
人
た
る
住
友
家
に
あ
っ

た
こ
と
が
極
め
て
明
瞭
と
な
る
か
ら
、
問
題
の

「
乍
憚
私
義
者
諸
図
二
而
山
か
せ
ぎ
能
た
ん
れ
ん
仕
り
」
と
か
、

或
は
「
私
敷
代
御
料
私
領
敷
ヶ
所
銅
山
仕
束
り
申
鍛
錬
を
以
」
と
か
い
ふ
語
句
が
、
願
人
一
箇
に
関
す
る
も
の
で

は
な
く
、
前
記
元
緑
元
年
の
願
書
の
文
言
が
示
す
や
う
に
、

賓
質
的
稼
行
者
た
る
請
人
に
こ
そ
閥
す
る
も
の
で
あ



⑥
ノ

⑦

註
R
に

同
じ。

⑤
]
 

註

吹
所
で
あ
っ
た
。

⑤
「
住
友

の
吉
岡
銅
山
紐
螢
」
第
三
項
⇔
の
註
④
参
照
。

③

―備
中
川
上
郡
吹
屋
村
御
山
用
控
。

①
 

①
住
友
家
は
嘗
時
淡
路
町
一
丁
目
を
本
店
と
し
、
長
堀
茂
左
衛
門
町
は

⑱、

の
下
に
着
手
し
た
と
も
考
へ
ら
れ
る
こ
と
は

せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
諸
事
賓
を
併
せ
考
へ
る
時
、
住
友
が
吉
岡
銅
山
稼
行
以
前
既
に
甚
だ
早
い
頃
よ
り
、

鎖
業
鰹
螢
に
従
事

し
て
ゐ
た
こ
と
は
、
之
を
明
瞭
に
観
取
し
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
事
業
の
賓
質
的
紐
螢
者
が
、
出
願
に
嘗
つ
て
自

己
の
名
を
表
面
に
出
さ
ず
、
何
人
か
他
の
名
義
を
以
つ
て
す
る
こ
と
は
、
今
日
も
見
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

別
子
稼
行
以
前
の
住
友
錮
業

典
州
別
子
村
銅
御
山
請
負
人

、
、
、
、
、

江
戸
上
槙
町

必
然
そ
れ
以
前
に
既
に
相
嘗
の
経
験
を
積
み
来
っ
た
こ
と
を
豫
想

⑫
例
へ
ば
「
別
子
銅
山
公
用
帳
壺
番
」

中

の
元
緑
八
年
八
月
の
別
子
立

川
雨
銅
山
抜
合
争
論
訴
状
に
次
の
や
う
に
見
え
て
ゐ
る
。

⑪
享
保
九
甲
辰
正
月
豫
州
別
子
銅
山
初
痰
之
書
付
「
覺
」
。

る
。
一
人
で
あ
る
が

請
書
に
は
友
芳
も
加
は
つ
て
二
人
に
な
っ
て
ゐ

⑩
同
右
、
尤
も
九
年
の
樅
綾
願
書
の
請
人
は
友
芳
の
弟
理
左
衛
門
友
弘

R
別
子
銅
山
公
用
帳
壼
番
。



⑬

⑪

別

子

銅
山
公
用
帳
壼
番
。

あ
る
。

別
子
稼
行
以
前
の
住
友
級
業

吉
岡
銅
山
紐
醤
」
参
照
。

の
奥
書
に
は
、
明
確
に
別
子
銅
山
師
平
七

・
勘
助
と
し
て
ゐ
る
。
因

⑱

「

備

中

川
上
郡
吹
屋
村
御
山
用
控
」
の
天
和
四
年
正
月
附
再
稼
行
願

は、

「
百
貫
二
付
五
百
三
十
匁
」
の
誤
記
で
あ
ら
う
。

こ
れ
で
七
右
衛
門
は
江
戸

に
居
り
、
銅
山
に
は
平
七
勘
助
等
が
居
て

事
に
嘗
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
尚
八
年
の
訴
状
に
到
す
る
奉
行

に
嘗
初
か
ら
の

山
師
助
七
は
前
年
四
月
の
山
火
事
に
殉
職
し
た
の
で

書
及
び
元
緑
元
年
十
月
附
稼
行
樅
績
願
書
。
尚
詳
し
く
ば

「
住
友

の

同

勘

介

典
州
御
銅
山
二

罷
有
候

泉
屋
七
右
衛
門

村
乙
地
床
鍋
試
掘
願
に
も
願
人
と

し
て
次
の
や
う
に
見
え
る
。

江
戸
上
槙
町

又

「
備
中
銅
山
控
」
中
に
混
在
し
て
ゐ
る
元
緑
十
年
三
月
附
の
別
子

勘

助

平

左

衛

門

訴

訟

人

平

七

七

右

衛

門

、
、
、
、
、
、
、
、

、

別
子
村
銅
御
山
罷
在
候

⑮

⑯

元

緑

四
未
年
か
諾
願
拓

・
麟
亨
御
銅
山
覺
゜

⑪

こ
の

引
用
文
は
永
山
卯
三
郎
氏
の
「
早
川
代
官
」

に
掟
つ
た
の
で
あ

る
が
、
多
少
誤
脱
が
あ
る
や
う
で
あ
る
。
例
へ

ば

「
天
和
六
申
年
ョ

リ
亥
年
迄
」
と
あ
る
が
、
天
和
は

四
年
迄
で
六
年
は
な
く
、
又
六
年

相
常
の
年
は
申
年
て
は
な
い

。

こ
れ
は
延
賓
八
年
の
申
年
の
誤
り
と

解
す
る
時
、

住
友
の

史
料
と

一
致
す
る
。

次
に

「
元
緑
賦
巳
年
ョ
リ
酉
年
迄

五
ケ
年
切
以
上
十
八
年
」

と
あ
る

が
、
こ
れ
も
元
腺
酉
年
即
ち
六
年
迄
で
は
十
八
年
に
な
ら
ず
、
後
に

次
に
は
御
山
請
替
の
と
こ
ろ
も
意
味
不
通
で
誤
脱
あ
る
こ
と
は
誰
し

も
一
見
し
て
氣
附
で
あ
ら
う
。

迄
敷
へ
ね
ば
な
ら
な
い

。

尚

「
銅
代
銀
百
斤

二
付
互
十

――一
本
」

記
し
て
ゐ
る

や
う
に

、
こ
れ

か
ら
更
に
五
箇
年
後
の
元
緑
十
一
寅
年



上
来
の
論
述
に
よ
っ
て
、
住
友
が
吉
岡
銅
山
稼
行
に
先
立
ち
、
既
に
久
し
い
間
諸
國
の
銅
山
を
稼
行
し
て
ゐ
た

事
賓
を
明
ら
か
に
な
し
得
た
と
思
ふ
が
、
そ
れ
で
は
果
し
て
そ
の
間
の
賓
況
を
具
麓
的
に
窺
ふ
べ
き
何
等
か
の
資

こ
の
期
間
に
隔
す
る
根
本
資
料
の
大
部
が
、
既
に
失
は
れ
た
か
、
或
は

な
ほ
未
稜
見
か
、
兎
に
角
現
在
は
之
を
認
め
得
ぬ
為
め
、
明
確
に
は
指
摘
し
難
い
が
、

吉
岡
銅
山
の
着
手
に
先
立

つ
こ
と
八
年
、

し
か
も
第
二
次
的
な
も
の

延
賓
元
年
（環
三
）
に
阿
形
宗
智
•
河
村
瑞
応
等
敷
人
が
、
幕
領
足

尾
銅
山
の
産
銅
十
萬
貫
の
彿
下
げ
を
受
け
、
之
を
海
外
輪
出
に
嘗
て
る
と
共
に
、
我
が
國
全
輸
出
銅
の

一
手
扱
を

願
出
で
、
古
来
の
銅
貿
易
に
大
愛
革
を
来
さ
ん
と
し
た
時
、

宗
智
等
に
一
味
し
た
敷
人
を
除
ぎ
、
銅
貿
易
株
仲
間

①
 

相
結
束
し
て
、
そ
の
停
止
方
を
常
局

に
運
動
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
同
二
年
十
一
月
に
は
、
仲
間
の

筆
頭
た

R
 

る
住
友
家
は
、
銅
屋
と
共
に
江
戸
の
評
定
所
に
出
で
、
仲
間
を
代
表
し
て
歎
願
書
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ

私
共
銅
商
賣
仕
候
ハ
、
先
祖
か
之
家
業
之
事
二
御
座
候
ヘ
ハ
、
御
蔵
入
之
御
銅
山
、
其
外
所
ミ
御
私
領

ろ
が
こ
れ
を
見
る
と
、

そ
の

文
言
中
に
、

に
至
っ
て
は
、
之
を
拳
げ
得
な
い
で
は
な
い

。

料
が
あ
る
で
あ
ら
う
か
。

n
T
 ＂ 不

幸
に
し
て
、

吉
岡
銅
山
稼
行
以
前
の
住
友
鎮
業

別
子
稼
行
以
前
の
住
友
銚
業

一
四



別
子
稼
行
以
前
の
住
友
錮
業

賓
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
自
然
こ
れ
よ
り
し
て
、

方
之
銅
山
へ
手
入
仕
、
山
師
其
外
職
人
等
迄

二
金
銀
を
借
シ
、
餘
多
之
人
敷
を
集
、
山
を
榮
か
し
申
候
。

と
い
ふ
一
條
が
あ
る
。
さ
う
す
る
と
、
嘗
時
の
銅
貿
易
家
は
、
輸
出
銅
確
保
の
為
に
は
、
銅
山
師
の

賣
銅
を
待
っ

て
購
入
す
る
と
い
ふ
や
う
な
消
極
的
な
こ
と
で
は
な
く
、

積
極
的
に
諸
國
の
銅
山
に
手
入
れ
し
て
、
銅
山
師
や
諸

職
人
等
に
資
金
を
貸
し
典
へ
、
敷
多
の
稼
人
を
集
め
て
、

五

更
に
他
の
多
敷
の
銅
山
と
同
業
家
同
郷
人
に
就
い
て

そ
の
開
装
を
促
し
て
ゐ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
今
住
友
の
事
業
に
就
い
て
観
る
と
、
常
時
の
住
友
の
銅
輸
出
の
賓
績
は
、
日
本
の
全
輸
出
銅
の
三

R
 

分
の
一
以
上
に
も
及
ぶ
と
い
ふ
歴
倒
的
勢
力
で
あ
り
、
し
か
も
同
時
に
本
邦
第
一
の
銅
吹
屋
と
し
て
、
自
ら
荒
銅

を
輸
出
向
及
び
図
内
向
に
精
錬
し
て
ゐ
た
こ
と
で
も
あ
る
か
ら
、

そ
の
最
も
多
量
に
必
要
と
し
た
荒
銅
の
入
手
に

劉
し
て
は
、
住
友
は
嘗
然
同
業
者
間
に
於
い
て
も
一
番
積
極
的
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

こ
A

に
見
逃

し
得
な
い
の
は
、
住
友
と
同
じ
く
大
阪
の
古
来
よ
り
の
銅
吹
屋
で
、
元
緑
元
年
（
直
直
年
六
）

に
は
塚
口
屋
の
株
を
譲

①
 

④
 

受
け
銅
貿
易
株
仲
間
に
も
加
は
っ
た
平
野
屋
清
右
衛
門
が
、
同
郷
人
濱
田
屋
庄
兵
衛
と
共
同
で
、
住
友
に
先
立
つ

こ
と
既
に
二
十
餘
年
も
前
、
萬
治
元
年
（
疇直

□

六
）
か
ら
八
年
間
吉
岡
銅
山
を
稼
行
し
、
同
じ
く
大
阪
の
天
野
屋
な

R
 

る
者
が
更
に
早
く
寛
永
二
十
年
（
疇
這
」
六
）
よ
り
敷
年
間
同
山
を
稼
行
し
た
事
賓
の
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
こ

れ
は
偶
ミ
遺
存
す
る
断
片
的
な
零
細
な
資
料
を
通
じ
、
唯
一

箇
の
吉
岡
銅
山
に
就
い
て
の
み
幾
か
に
知
り
得
た
事



一
六

⑦
 

も
、
ま
た
同
じ
こ
と
が
類
推
さ
れ
る
こ
と
A

な
る
。
現
に
「
秋
田
領
内
諸
金
山
箇
所
年
敷
帳
」
を
見
る
と
、
出
羽

の
阿
仁
銅
山
の
開
稜
者
は
大
阪
の
町
人
北
國
屋
吉
右
衡
門
で
、
時
は
寛
文
十
年
（
疇
直
戸
六
）
の
こ
と
A

あ
る
が
、

⑤
 

の
北
図
屋
吉
右
衛
門
と
は
大
阪
の
小
吹
屋
な
の
で
あ
る
。
こ
の
や
う
に
既
に
住
友
以
下
の
銅
貿
易
家
や
吹
屋
に
し

て
、
早
く
よ
り
銅
山
直
接
稼
行
に
乖
り
出
し
、

そ
こ
で
此
等
を
念
頭
に
置
ぎ
つ
A

右
の
文
言
を
味
讀
す
る
な
ら
ば
、

山
稼
行
が
、

そ
の
片
影
を
現
は
し
て
ゐ
る
の
を
自
ら
観
取
し
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
敢
て
片
影
と
い
ふ
の
は
、
前

（貸）

「
山
師
其
外
職
人
等
迄
二
金
銀
を
借
ジ
」
と

言

っ
て
、
自
ら
直
接
採
鎖
す
る
こ
と
を
言

っ
て
ゐ
な

い
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
住
友
が
銀
元
と
な
り
、

掲
文
言
に
は
、

早
思
ひ
半
ば
に
過
ぎ
る
も
の
が
あ
る
。

別
子
稼
行
以
前
の

住
友
鎖
業

又
其
他
の
大
阪
人
に
も
鎮
業
家
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

日
本
の
銅

そ
こ
に
前
述
し
た
住
友
の
吉
岡
以
前
の
銅

山
師
や
其
他
の
職
人
を
援
助
し
て
、
銅
山
の
振
興
を
圏
り
、
荒
銅

入
手
の
便
を
圏
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
ら
う
が
、
こ
の
文
言
は、

貿
易
・
銅
吹
の
練
元
締
格
と
し
て
大
阪
に
あ
っ
た
住
友
が
、

そ
の
本
来
の
性
質
上
、
銅
貿
易
商
一
般
と
し
て
の

立
場
か
ら
の
み
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
住
友
の
や
う
に
銅
貿
易
商
で
あ
る
と
同
時
に
、
吹
屋
即
ち
精
錬

業
者
で
あ
り
、
尚
又
鎖
業
家
で
も
あ
る
と
い
ふ
や
う
な
立
場
を
も
含
め
て
の
、

全
臆
的
立
場
か
ら
述
べ
ら
れ
て
ゐ

る
の
で
は
な
い

。
現
に
宗
智
等
の
出
願
が
聴
許
さ
れ
る
と
、
自
分
等
銅
貿
易
商
の
み
で
は
な
く
、
吹
屋
閥
係
者
も

こ
の
間
に
於
い
て
如
何
に
行
動
し
て
ゐ
た
か
は
、
最 こ



別
子
稼
行
以
前
の
住
友
鎖
業

も
必
ず
し
も
全
然
営
ら
ぬ
も
の
で
も
な
い
こ
と
に
な
る
。

が
あ
ら
は
れ
ぬ
こ
と
は
、
も
と
よ
り
嘗
然
で
あ
ら
う
。

迷
惑
す
る
と
い
ふ
こ
と
を
訴
へ
る
為
め
、
前
掲
の
文
言
に
績
い
て
、

一
七

勿
論
大
坂
二
も
、
数
多
之
吹
屋
共
職
人
餘
多
抱
、
銅
吹
せ
申
候
。
然
所
二
阿
形
宗
智
二
被
為
仰
付
云
云

と
言
っ
て
、
明
ら
か
に
銅
貿
易
商
と
銅
吹
屋
と
を
罰
別
し
、
住
友
自
身
の
外
に
も
、
吹
屋
兼
業
の
貿
易
商
が
あ
っ

た
に
拘
ら
ず
、
雨
者
を
別
々
に
説
き
分
け
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
住
友
と
し
て
は
、

輩
な
る
出
資
に
止
ま

ら
ず
、
自
ら
銅
山
を
稼
行
し
て
ゐ
て
も
、
吹
屋
さ
へ
持
た
ぬ
銅
貿
易
一
本
の
業
者
と
協
同
の
こ
の

歎
願
書
に
そ
れ

併
し
又
住
友
の
銅
山
稼
行
は
、
前
に
吉
岡
や
別
子
の
例
に
見
た
や
う
に
、
手
代
を
山
師
と
し
て
現
地
に
祇
遣

し
、
嘗
主
自
ら
は
大
阪
に
あ
っ
て
、

直
接
吹
所
を
管
し
、
輸
出
銅
の

調
製
と
長
崎
輪
送
に
任
じ
、
之
を
表
面
的
に

観
れ
ば
、
現
地
山
師
に
劉
す
る
銀
元
の
や
う
な
立
場
に
あ
っ
た
か
ら
、
住
友
一
箇
と
し
て
は
、

こ
の
や
う
な
表
現

か
く
て
、
友
信
の
代
に
於
け
る
吉
岡
銅
山
以
前
の

鎖
業
は
、
か
す
か
な
が
ら
も
そ
の
片
影
を
捉
へ
得
ら
れ
る
が
、

更
に
父
友
以
時
代
は
ど
う
で
あ
ら
う
か
、

こ
れ
に
就
い
て
は
、
叉
元
緑
八
年
（這
這
干
二

十
一
月
、
住
友
以
下
銅
貿

R
 

易
株
仲
間
一
同
よ
り
提
出
し
た
新
規
銅
貿
易
停
止
の
歎
願
書
に、

異
図
銅
貿
易
棄
鋭
の
故
を
以
つ
て
、

寛
永
四
年

(
温
[六
）
一
旦
銅
貿
易
停
止
と
な
り
、
爾
後
十
二
年
に
亙
る
解
禁
運
動
の
結
果
、
同
十
五
年
目
的
を
逹
し
た
こ
と



を
記
し
て
後
、

然
共
永
ミ
之
中
絶
故
、
諸
図
銅
山
共
悉
ク
退
韓
仕
、
銅
掘
銅
細
工
人
共
絶
果
、
敷
十
年
之
間
ハ
、
近
年

之
十
分
壼
も
銅
出
不
申
候
二
付
、
諸
國
山
ミ
ヘ
私
共
か
大
分
入
金
仕
、
銅
掘
細
工
人
を
仕
立
、
其
上
敷

年
之
功
者
を
以
、
銅
大
分
山
出
シ
仕
候
。

と
申
述
べ
て
ゐ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
寛
永
四
年
以
来
十
二
年
間
の
銅
貿
易
停
止
に
よ
っ
て
、
銅
山
稼
行

は
退
轄
し
、

そ
の
為
め
同
十
五
年
の
解
禁
後
、
銅
貿
易
仲
間
の
手
に
よ
り
、
多
大
の
努
力
を
以
つ
て
こ
の
業
を
復

⑲
 

興
す
る
に
至
っ
た
こ
と
を
陳
述
し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
前
の
延
賽
二
年
（
疇
囀
干
六
）
の
歎
願
書
の
文
言

と
共
に
、

日
本
鎖
業
史
上
極
め
て
注
目
す
べ
ぎ
資
料
で
あ
る
が
、

ゐ
る
黙
に
於
い
て
、

又
こ
れ
に
よ
っ
て
友
以
時
代
の
住
友
鎖
業
の
片
影
を
捉
へ
得
る
と
な
し
得
る
で
あ
ら
う
。

つ
て
、

そ
の
解
繹
と
取
扱
は
、

そ
れ
が
又
銅
貿
易
商

一
般
の
立
場
か
ら
の
み
述
べ
ら
れ
て

廷
賓
二
年
の
歎
願
書
と
同
様
で
あ
っ
て
然
る
べ
ぎ
で
あ
る
。
従
っ
て

併
し
な
が
ら
、
友
芳
よ
り
敷
代
と
い
ふ
以
上
、
友
以
に
止
ま
る
べ
ぎ
で
は
な
い

。
友
以
は
住
友
家
の
養
子
で
あ

⑪
 

そ
の
業
は
賓
父
蘇
我
理
右
衛
門
壽
清
よ
り
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
次
に
は
更
に
壽
清
に
就
い
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

と
こ
ろ
が
こ
の
壽
清
の
鎮
山
稼
行
は
、
友
以
よ
り
も
更
に
明
確
に
検
出
し
得
る
こ
と
は
、

ま
こ
と
に
大
き
な
喜
び
で
あ
る
。

別
子
稼
行
以
前
の
住
友
鏑
業

八



別
子
稼
行
以
前
の
住
友
錮
業

政
享
和
の
頃
左
様
に
考
へ
ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
で
、

る
。
唯
惜
し
む
ら
く
は
、

と
い
ふ
語
句
が
あ
る
。

九

こ
れ
の
み
で
は
尚
そ
の
ま
4

確
認
し
難
い
と
も
、
強
い
て
言

⑲
 

そ
の
資
料
の
―
つ
は
、
友
芳
の
子
で

壽

清
の
玄
孫
に
嘗
る
入
江
育
齋
の
墓
誌
で
、
文
は
寛
政
十
一
年
（

這
直
〗
七
）

有
名
な
大
阪
の
郷
校
懐
徳
堂
の
中
井
蕉
園
が
撰
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
文
中
に
壽
清
に
就
い
て
、

0
 

0
 
0
 

0
 
0
 
0
 
0
 

0
 

0
 
O
 

O
 

0
 
0
 

初
壽
消
穎
敏
多
均
思
―
°
差
＞
人
取
ーー
銅
子
諸
州
ー
。
自
1

一坑
採
1

至
櫨
鉛
1

゜
術
頗
精
。

第
二
の
資
料
は
享
和
二
年
（
諷
這
戸
ハ
）
に
成
っ
た
住
友
家
の
「
鼓
銅
圏
録
」
で
、

0

0

ヲ

住
友
氏
自
壽
涜
以
末
。
星
採
銅
鼓
鑓
為
＞
業
。

そ
れ
に
は
、

と
記
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
即
ち
壽
消
が
既
に
銅
山
稼
行
に
従
事
し
て
ゐ
た
こ
と
を
明
確
に
述
べ
た
も
の
で
、

し
か

も
そ
の
人
を
差
遣
し
て
銅
を
諸
図
に
取
る
と
い
ふ
の
は
、
吉
岡
や
別
子
の
稼
行
に
見
た
と
こ
ろ
と
全
く
同
じ
で
あ

こ
の
二
箇
の
資
料
は
い
づ
れ
も
壽
洞
嘗
時
の
も
の
で
は
な
い
為
め
、
最
も
巖
密
に
は
寛

へ
ば
言
ひ
得
ら
れ
ぬ
こ
と
も
な
い
で
は
な
か
ら
う
が
、

た
事
賓
と
し
て
認
め
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

上
来
論
述
し
来
っ
た
と
こ
ろ
と
併
せ
考
へ
る
時
、
こ
れ
ま

⑮
 

と
こ
ろ
が
、
問
題
は
更
に
進
展
す
る
。
寛
政
十
一
年
住
友
家
の
由
緒
を
記
し
た
覺
書
を
見
る
と
、

私
家
業
銅
商
賣
之
儀
者
、
天
正
元
年
か
起
業
仕
、
嘗
時
迄
凡
戴
百
戴
拾
六
ヶ
年
相
績
仕
候
。



註

⑪
 

と
記
し
て
ゐ
る
が
、
天
正
元
年
（
疇
喜
干
五
）
と
は
壽
消
出
生
の
頃
に
常
る
か
ら
、

衛
時
代
と
な
る
繹
で
あ
る
。
唯
こ
A

に
い
ふ
家
業
と
は
、
銅
貿
易
を
指
し
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
、

に
「
鼓
銅
圏
録
」
に
は
、
住
友
氏
は
壽
消
以
来
採
銅
鼓
鎚
を
以
つ
て
業
と
な
し
た
と
言
っ
て
ゐ
て
、
壽
清
以
前
の

り
早
計
で
あ
る
。
併
し
「
鼓
銅
圏
録
」
が
壽
滑
を
以
つ
て
住
友
鎮
業
の
最
初
と
認
定
し
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
筆
者

一
箇
の
臆
断
で
あ
っ
て
、

必
ず
し
も
絶
劉
的
の
櫂
威
を
持
つ
も
の
で
は
な
い

。

年
十
九
歳
の
時
南
畷
吹
を
博
習
し
、
直
ち
に
京
都
で
吹
屋
を
開
業
し
た
か
の
や
う
に
記
し
て
ゐ
る
が
、

⑮
 

も
盲
従
し
難
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
別
に
論
じ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
こ
の
際
注
目
す
べ
ぎ
は
、
壽
清

が
十
九
歳
で
異
郷
に
吹
屋
を
開
創
し
た
と
い
ふ
こ
と
は
、

ぎ
で
、
そ
れ
に
は
既
に
銅
貿
易
に
従
事
し
て
ゐ
た
こ
と
の
知
ら
れ
る
父
の
家
業
を
習
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
ふ

蓋
然
性
が
大
ぎ
く
、

延
い
て
更
に
平
兵
衛
と
鎖
業
と
の

閥
聯
も
考
へ
得
ら
れ
ぬ
こ
と
は
な
い
こ

と
で
あ
る
。

①
R
「
公
訴
文
永
鏡
」
及
び

「
銅
異
國
賣
覺
帳
」
。

黙
の
解
明
は
更
に
将
来
の
研
究
に
侯
ち
た
い

。

鎮
業
と
精
錬
と
を
認
め
て
ゐ
な
い
か
ら
、

別
子
稼
行
以
前
の

住
友
鎖
業

こ
の

こ
の
書
に
は
、
壽
清
が
天
正
十
九

こ
れ
を
以
つ
て
直
ち
に
平
兵
衛
の
鎖
業
を
推
測
す
る
こ

と
は
、
も
と
よ

そ
の
起
業
は
自
然
壽
滑
の
父
平
兵

二

0
又
前
記
の
や
う

こ
れ
な
ど

必
然
そ
れ
以
前
に
於
け
る
相
常
期
間
の
修
業
を
認
む
べ

⑤
「
銅
異
國
貿
覺
帳
」
。
例

へ
ば
究
文
十

二
年
と
延
費
元
年
と

の
雨
年
に



別
子
稼
行
以
前
の
住
友
錮
業

四
年
に
至
る
五
箇
年
間
は
大
阪
天
野
屋
新
左
衛
門
、
変
安
元
年
よ
り
⑪
理
助
家
の
友
良
筆
「
先
祖
催
書
」
の
友
以
の
註
記

に
も

「
家
琥
卜
職

田
屋
吉
兵
衛
の
一
族
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。

と
思
は
れ
る
。

と
で
あ
っ
た
ら
う
と
思
は
れ
る
。

と
の
註
記
あ
る
こ

と
に
よ
っ
て

知
ら
れ
、
又
銅
貿
易
株
仲
間
加
入
の

但
和
州
十
市
郡
之
産
二
而
古
来
銅
吹
屋
平
野
芹
消
右
衛
門
力
出
ル
」

な
り
、
稼
行
期
問
が
住
友
の
記
録
と
錮
顧
し
て
ゐ
る
。

書
」

の
正
徳
二
年
六
月
の
銅
吹
屋
十
七
人
の
由
絡
書
中
、

平
野
屋

④

平
野
屋
清
右
衛
門
が
吹
屋
で
あ
っ
た
こ
と
は

「
銅
吹
屋
仲
間
由
緒

ハ
千
百
斤
を
占
め
て
ゐ
る
。

銅
貿
易
商
よ
り
長
崎
へ
下
し
た
銅
高
合
計

五
百
十
八
古
竺
ハ
千
六
百
八

十
一
斤
の
中
、

住
友
は
二
百
二
十
七
萬
ヒ
千
二
百
二
十
九
斤
を
占

め
、
叉
延
究
二
年
は
三
百
四
十
四
萬
六
千
二
百
斤
の
内
、
百
十
五
萬

右
衛
門
に
就
い

て
、
「
寛
文
十
二

子
年
か
同
斯
（
日
本
用
銅
小
吹
屋
）
、

こ
と
も
同
書
の
元
緑
元
年
の
條
に
見
え
て
ゐ
る
。
尚
こ
の
活
右
衛
門

は
古
来
よ
り
の
銅
貿
易
株
仲
問
平
野
屋
平
兵
衛
の

一
族
で
は

な
い
か

R
古
来
よ
り
の
銅
貿
易
株
仲
間
の
一
人
で
、
延
賓
二
年
に
啜
業
し
た
濱

⑥
「
備
中
銅
山
公
用
帳
」
及
び
「
備
中
銅
山
控
」
の
正
徳
二
年
十
月
附

口
上
書

に
は
、
吉
岡
銅
山
諮
負
人
と
し
て
、
寛
永
二
十
年
よ
り
正
保

承
應
元
年
に
至
る
五
箇
年
間
は
天
野
屋

八
右
衛
門
と
し
、
八
右
術
門

召＂。＂ハ

R
乍
恐
訴
欺
井
新
規
之
企
を
以
異
図
人
に
銅
賣
渡
申
者
共
御
詮
議
之
上

そ
の
家
業
の
創
始
の
時
期
は
不
明

で
あ
る
が
、
相
裳
早
く
か
ら
の

⑤

「
銅
吹
屋
仲
間
由
緒
書
」

の
元
緑
五
年
の
大
阪
在
住
銅
商
と
小
吹
屋

⑦
「
秋
田
縣
史
第
三
巻
」
牧
録。

の
方
に
は
所
書
が
な
い
が
、
吹
屋
の
土
久
大
塚
家
所
蔵
文
書
の
天
明

に
は
八
右
仰
門
に
も
同
じ
く
大
坂

と
所
書
が
つ
い
て
ゐ
る
。
或
ぱ
一

尚
大
塚
家
文
書
で
は
、
新
左
衛
門
は
正
保
i

一一年
よ
り
型
安
元
年
迄
三

年
間
、
八
右
御
門
は
吸
安
二
年
よ
り
承
應
二
年
迄
五
年
間
の
詰
負
と

と
の
争
論
閲
係
書
に
偶
ミ

北
園
担
吉
右
衛
門
の
名
が
見
え

て
ゐ
る
。

敷
度
御
除
被
成
下
候
ケ
條
書
と
題
す
る
一
綴
。

⑩

買
永
年
間
の
銅
貿
易
禁
止
時
期
に
つ
い
て
は
本
叢
考
第
八
輯
の
三
参

卜
賓
方
ヲ

以
ス
」
と

あ
る
。

族
で
は
あ
る
ま
い
か
。

八
年
四

月
の
吉
岡
銅
山
詰
位
人
覺
及
ひ
文
化
元
年
十
一
月
附
答
申
書



あ
る
か
ら
、

こ
と
で
あ
っ
て
、
如
何
な
る
銅
山
を
賓
際
に
稼
行
し
た
か
と
い
ふ
や
う
な
黙
に
就
い
て
は
、

が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
最
後
に
こ
の
貼
に
就
い
て
検
察
を
試
み
よ
う
。

も
と
よ
り
こ
れ
を
明
確
に
指
摘
す
る
や
う
な
こ
と
は
望
め
な
い
。

唯
後
の
断
片
的
な
零
細
な
資
料
よ

り
別
子
以
前
に
稼
行
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
一
部
の
銅
山
を
検
出
し
、

に
包
含
さ
れ
る
で
あ
ら
う
こ
と
を
想
像
す
る
程
度
で
満
足
す
る
外
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
そ
の
推
測
さ
れ
る
一
部
の
銅
山
と
は
ど
れ
で
あ
ら
う
か
。

①
 

は
、
「
備
中
銅
山
控
」
な
る
蕉
記
中
に
偶
M

見
出
さ
れ
る
次
の
記
事
で
あ
る
。

以
上
に
よ
り
、

吉
岡
銅
山
稼
行
以
前
の
住
友
鏑
業
は
、

五

⑲
「

蕉
園
先
生
文
集
」
・
「
大
阪
訪
碑
録
」
．
「
大
阪
人
物
誌
」
所
収
。

⑬

「

響

畔
州
ム
用
帳
九
番
」
乳
政
十
i

年
の
條
所
牧
、

「
通
航
一
覧
」

巻

百
五
十
八
の
末
尾
に
牧
録
の

「
豫
州
銅
山
師
泉
ぃ
宅
吉
次
郎
由
緒
書
」

は
之
と
殆
ん
ど

同
文

て
あ
る
。
尚
天
正
元
年
以
来

二
百
二
十
六
年
と

あ
る
が
寛
政
十

一
年
迄
な
ら
ば
二
百
二
十
七
年
の
筈
で
、

こ
の
黙

別
子
稼
行
以
前
の
住
友
鍛
業

こ
れ
に
就
い
て
こ
A

に
提
示
し
た
い
の

し
か
し
常
時
の

直
接
資
料
が
な
い
こ
と
で

何
程
か
之
を
具
腔
化
し
得
た
が
、

吉
岡
銅
山
以
前
の
稼
行
諸
鎖
山

そ
れ
は
尚
一
般
的
の

R

本

叢
考
第
五
輯
「
蘇
我
理
石
儒
門
壽
稿
弟
の
研
究
」
参
照
。

輯
「
蘇
我
理
右
衛
門
壽
演
翡
の

研
究
」
参
照
。

「
通
航

一
覧
」

所
牧

の
も
の
は

正
し

く
さ
う
な
っ
て
ゐ
る
。

恐
ら
く

前
年
に
起
草
さ
れ
た
為
で

あ
ら
う`
＂

⑭
壽
涜
の
生
年
は
元
亀
i

-

i

年
と
思
考
さ
れ
る
。
詳
し
く
は
本
叢
考
第
五

全
然
隅
れ
る
と
こ
ろ

吉
岡
以
前
稼
行
の
銅
山
も
或
は
亦
そ
の
中



別
子
稼
行
以
前

の
住
友
錮
業

是

ハ

三

枚

山

家

老

役

ノ

様

成

も

の

也

出

羽

國

大

阿

仁

ノ

内

米

下

財

壺

人

炭

山

釜

壺

枚

但

一

枚

二

賦

枚

打

月

二

両

釜

ニ
テ

三

十

釜

出

ス

、

一

日

出

三

拾

貫

匁

力

五

拾

貫

匁

迄

出

ル

山

役

人

賦

百

石

蔵

方

舟

石

位

凱

人

上

役

翌

人

嘗

番

八

人

七

石

位

但

山

善

悪

幸

生

山

出

羽

図

最

上

郡

之

内

二

但

直

段

相

場

ニ
二

ヨ 付 石

運

上

銅

百

貫

目

附

銀

賦

拾

匁

ッ

ニ

テ

高

下

有

、

取

付

山

ニ

蔵

訥

壺

俵

つ

ヶ

月

運

上

銀

拾

匁

ツ

リ

下

戴

人

代

リ

／

＼

御

衷

所

御

代

官

木

所

出

刃

之

内

稼

申

山

ニ

蔵

方

壼

人

ッ

ハ

無

迎

上

広

拾

萬

石

佐

竹

修

理

太

夫

椋

御

領

分

人

ッ

赤
山

一

テ

廿

匁

方

廿

五

匁

位

迄

壻

直

段

也

A

升

廻

シ

ニ

六

i
七

迄

有

り

ニ

て

被

仰

付

候

何

方
ニ

居

被

申

候

前

靡

致

候

只

今

ニ

稼

申

候ニ

テ

も



同
下

十

和

田

是

ハ

鉛

山

西

堂

ケ

年

炭

木

ここ

運

上

十

分

出

ス

一

（

マ

、

）

（

マ

、

）

出

羽

之

内

南

部

大

膳

守

殿

御

領

分

扇

平
槙

澤 銅

改

大

坂

屋

同

國

同

所

前

方

此

方
ノ~ヽ

ヘ

買

銅

板

木

澤

右

之

役

人

二

川

下

一

致

候
加

久

知

高

瀬

番

所

テ

園

中

ノ

出

羽

之

内

佐

竹

修

理

太

夫

採

御

領

分

1

一
致

候

同

内

尾

去

澤

別
子
稼
行
以
前
の
住
友
鎖
業

天

狗

平

山

二

七

拾

枚

ノ
又

ニ

役

義

な

し

、

ヲ

改

相

究

候

よ

し

床

役

と

し

て

釦

問

吹

附

床

山

ヲ

廻

ル

、

山

師

嘉

所

賄

也、
其

外

常

番

衆

下

財

に

米

渡

ス

、

人

改
二

二

テ

金

戴

拾

壼

咽

ッ

月

頭

月

末

二

テ

改

侯

、

銅

廻

し

二

大

澤

前

方

二

度

ニ

致

候

山

也

致
候
由
、

栢

草
ニ
四



に

別
子
稼
行
以
前
の
住
友
鍬
業

こ
の
記
事
に
は
年
月
の
記
載
が
な
い
が
、
年
次
順
に
書
き
留
め
ら
れ
た
本
控
書
に
、
元
詠
十
年
（
這
直
[
-ハ）
閏
ニ

月
及
び
三
月
の
記
事
と
並
ん
で
、
同
九
年
三
月
の
記
事
中
に
介
在
し
て
ゐ
る
こ
と
に
よ
り
、

春
仕
廻
申
候

と
見
え
て
、
元
祗
十
二
年
に
稼
ぎ
止
め
た
と

言

っ
て
ゐ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
更
に
確
認
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

さ
て
、
右
に
列
畢
さ
れ
た
銅
山
の
中
、
幸
生
に
就
い
て
は
、
「
た
か
ら
の
山
」
に
、
「
見
立
て
よ
り
此
の
方
」
と

言
っ
て
ゐ
る
筆
致
よ
り
、
元
緑
十
二

年
以
前
相
嘗
長
期
間
稼
行
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

産
業
調
査
會
編
纂
の
「
麟
大
日
本
鎮
山
史
」（
謬
門
配
戸
年
）
に
、
永
松
鎖
山
に
就
き
、

O
 
O
 

o
 n
 

嘗
鎖
山
は
、
天
和
の
頃
大
阪
の
商
人
泉
屋
吉
左
衛
門
が
、
幸
生
銅
山
と
共
に
稼
行
し
て
ゐ
た
と

言
ふ
。

と
記
し
て
ゐ
る
こ
と
、

（
天
和
の
頃
と
は
即
ち
吉
岡
銅
山
着
手
の
頃
に
嘗
る
。
）

右

ハ
見
立
ヽ
此
方
元
緑
十
二
年
卯

幸
生
銅
山

泉
屈
仕
捨

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

運

上

十

分

炭

木

代

右

同

断

廿
1

登

雨

ッ

二
五

そ
の
頃
の
記
録
で
あ

こ
の
こ
と
は
尚
幸
生
山
の
下
に
「
只
今

二
稼
申
候
」
と
あ
る
に
劉
し
、
「
た
か
ら
の
山
」

こ
れ
に
つ
ぎ
日
本

又
こ
の
記
事
と
開
係
あ
る
と
思
は



稼
行
し
た
こ
と
が
確
賓
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

0

0

0

 

れ
る
「
本
邦
重
要
鎮
山
要
覧
」
(
]
肛
厨
戸
年
）
の
永
松
幸
生
鎖
山
幸
生
坑
の
條
の

天
和
二
年
ノ
頃
幸
生
村
住
人
オ
―
―
一
郎
ナ
ル
モ
ノ
骰
見
、
大
阪
ノ
商
人
泉
屋
吉
左
衛
門
ノ
稼
業
セ
シ
虞
ナ

リ
ト
博
フ

。

と
あ
る
こ
と
、
吉
田
東
伍
薄
士
の
「
大
日
本
地
名
僻
書
」
幸
生
の
條
、
「
山
中
に
銅
坑
あ
り
、
天
和
二
年
装
見
、
」

一
月
親
し
く
現
地
を
お
と
づ
れ
、

幸
生

の
菖
家
永
井
氏
所
蔵
の
該
銅
山
開
係
資
料
閲
覧
中
、
偶
然
「
文
化
十
二

年

翌
亥
年
従
五
月
元
禄
三
午
年
迄
七
ヶ
年
之
内
切
方
被

年
迄
七
ヶ
年
被

こ
れ
が
ど
う
い
ふ
典
擦
に
よ
る
も
の
で
あ
ら
う
か
ゞ
問
題
で
あ
っ
た
。

仰
付
従
同
年
賓
永
元
申
年
迄
被

御
斯
申
上
山
差
上
申
候
（
下
略
）

仰
付
十
分
壼
差
上
山
稼
仕
候
従
同
年
元
緑
十
丑

（

マ

、

）

仰
付
候
虞
山
色
不
宜
年
季
之
内
元
緑
十
二

年
丑
年

と
明
記
さ
れ
て
を
り
、
泉
屋
が
稼
行
主
と
し
て
賓
に
天
和
三
年
（
国
遭
干
二

五
月
よ
り
元
緑
十
二
年
春
ま
で
十
七
年

「
編
年
西
村
山
郡
史
辻
之
」
に
天
保
二

年
卯
六
月
に
建
立
さ
れ
た
石
碑
の
文
、
幸
生
銅
山
記
を
牧
載
す
る
が
、
「
常

0

0

0

 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

一
嘗
銅
山
之
儀
天
和
二

壬
戌
年
”
乳

□

こ
□

ー
↓
疇
ル
幸
生
村
庄
屋
オ
三
郎
見
立
大
坂
泉
屋
吉
左
衛
門
金
元
二
而

乙
亥
夏
六
月
初
蕉
記
誌
之
」
と
あ
る
幸
生
銅
山
由
緒
書
を
稜
見
、

な
ど
の
記
事
が
あ
り
、

別
子
稼
行
以
前
の
住
友
鎖
業

即
ち

し
か
る
に
昨
年
十

二
六



別
子
稼
行
以
前
の
住
友
鎖
業

ら
く
永
井
氏
所
蔵
幸
生
銅
山
由
緒
書
が
所
擦
し
た
恕
記
、

二
七

大
切
澤
銅
山
天
和
二
年
之
頃
幸
生
邸
名
主
オ
三
郎
見
立
大
坂
金
主
泉
屋
吉
左
衛
門
相
稼
」
と
あ
っ
て
、

ま
た
は
こ
の
由
緒
書
に
基
づ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
ら

永
松
銅
山
は
、
月
山
火
山
群
と
葉
山
火
山
群
を
つ
な
ぐ
山
脈
の
小
鞍
部
、
十
部
一
峠
を
爽
ん
で
南
斜
面
の
幸
生
銅

山
に
劉
し
、
北
側
に
位
置
す
る
。
永
松
の
所
隔
す
る
最
上
郡
は
元
和
八
年
以
来
、
新
庄
口
澤
氏
領
と
な
っ
て
、
幸

生
が
幕
領
と
な
っ
た
に
封
し
、
所
管
を
異
に
し
て
ゐ
た
。
永
松
の

沿
革
に
つ
い
て
、
現
地
の
史
料
と
し
て
は
烏
川

っ
た
大
坂
屋
久
左
衛
門
が
稼
行
主
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
、
泉
屋
の
こ
と
に
は

言
及
し
て
ゐ
な
い

。

「
麟
大
日
本
鎮
山
史
」
に
既
述
の
如
く
記
し
、

こ
れ
も
恐

と
こ
ろ
で

又
「
本
邦
重
要
鎮
山
要
覧
」
に
も
永
松
幸
生
鎖
山
永
松
坑
の
條
に
、

天
和
ノ
初
年
大
阪
ノ
商
人
泉
屋
吉
左
衛
門
ナ
ル
者
稼
業
セ
シ
虞
ナ
リ
ト
云
フ

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
の
出
所
に
つ
い
て
は
、
餘
り
穿
堅
す
る
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
と
思
は
れ
る
が
、
地
元

①
 

に
お
い
て
も
天
和
年
間
に
泉
屋
が
稼
行
し
た
と
い
ふ
所
博
は
あ
る
や
う
で
あ
る
。

「
た
か
ら
の
山
」
に
永
松
銅
山

⑤

④

 

に
つ
ぎ
相
常
に
詳
細
な
記
事
が
あ
る
が
、
泉
屋
の
稼
行
閻
係
に
つ
い
て
は
将
来
研
究
す
べ
ぎ
問
題
で
あ
る
。
尚、

幸
生
永
松
雨
銅
山
に
就
い
て
参
考
す
べ
ぎ
は
、
住
友
の
記
録
中
に
見
え
る
最
上
銅
山
な
る
も
の
で
あ
る
。
元
禄
五

阿
叫
院
の
記
録
が
殆
ん
ど
唯
一
の
知
ら
れ
る
も
の
ら
し
い
が
、

.
o
 

ぅ

」
れ
に
は
延
賓
こ
ろ
大
阪
の
有
力
な
銅
吹
屋
で
あ



⑦
 

と
見
え
て
ゐ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
住
友
が
早
く
最
上
銅
山
を
稼
行
し
、
同
山
で
元
緑
五
年
に
四
人
、
翌
六
年
に
四

ぷ

碑蓑供者難遭山銅雨上最・子別

（寺相賓）

別
子
稼
行
以
前
の
住
友
鍛
業

四
拾
人
雪
中
寒
死
之
諸
震

一
於
子
奥
州
最
上
銅

1
元
緑
五
申
年
四
人
同
六
年

と
の
刻
銘
が
あ
り
、
別
に
久
本
寺
の
過
去
帳
に
は
更
に
詳
し
く
、

と
あ
る
外
、

R
 

同
寺
の
賓
暦

四
年
（声
~
〗
ヒ
）
鑢
造
の
梵
鐘
に
も
、

ご
月
廿
三
日

元
祗

冗
士
申
天

最
上
亡
者
四
人

元
緑
六
癸
酉
天

亡
者
四
拾
人

年
（
言
〗
二
三
月
銅
貿
易
株
仲
間
よ
り
錦
型
違
銅

・
間
吹
銅
の
停
止
方
を
歎
願
し
た
訴
状
に
添
へ
ら
れ
た
、

公
儀
御
銅
山
」
と
題
す
る
幕
領
銅
山
一
覧
表
を
見
る
と
、

て
、
最
上
銅
山
遭
難
者
の
供
養
碑
が
建
て
ら
れ
て
あ
り
、

そ
の
中
に

羽
州
最
上
山

泉
屋
吉
左
衛
門
請
所

御
代
官
小
野
朝
丞
様

⑤
 

と
見
え
、
又
住
友
家
の
菩
提
寺
で
あ
る

賓
相
寺

の
墓
地
の

一
隅
に
は
、

そ
の
碑
面
に
陰
刻
し
て
、

最
上
亡
者
四
十
四
人

元
緑
七
年
の
別
子
火
災
遭
難
者
と
併
せ

ニ
八

「
御



別
子
稼
行
以
前
の
住
友
鎮
業

餘
地
は
な
い
や
う
に
思
は
れ
る
。

⑤
 

十
人
の
犠
牲
者
を
出
し
、
之
を
手
厚
く
弔
っ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
が
、

二
九

で
あ
ら
う
か
。
前
に
述
べ
た
如
く
、
村
山
郡
幸
生
銅
山
は
幕
領
に
隔
し
、
最
上
郡
は
嘗
時
新
庄
領
で
あ
っ
た
が
、

一
般
に
は
こ
の
地
方
一
帯
を
最
上
の
名
を
以
つ
て
汎
稲
さ
れ
て
ゐ
た
。
元
緑
十
年
前
後
の
記
録
で
あ
る
住
友
の
出

吼
稼
行
銅
山
の
中
に
は
、
最
上
銅
山
の
名
を
記
さ
ず
し
て
、
幸
生
の
み
が
記
録
さ
れ
て
ゐ
る
。
元
緑
六
年
嘗
時
に

幸
生
銅
山
が
住
友
の
紐
螢
下
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
な
事
賓
で
あ
る
。
且
又
、
元
緑
五
年
三
月
の
訴
状
に
添
ヘ

た
「
御
公
儀
御
銅
山
」
に
は
、
羽
州
最
上
山
の
傍
記
に
御
代
官
小
野
朝
丞
様
と
あ
る
。
小
野
朝
之
丞
は
、
名
は
高

保
、
貞
享
四
年

(A
9
↑
二
八
月
幕
領
の
代
官
に
出
任
し
、
元
緑
五
年
こ
ろ
柴
橋
陣
屋
に
駐
在
し
て
、
幸
生
地
方
を

支
配
し
て
ゐ
た
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
賓
で
あ
る
か
ら
、
最
上
銅
山
が
幸
生
に
該
嘗
す
る
こ
と
は
殆
ん
ど
疑
間
の

し
か
し
な
が
ら
、
幸
生
・
永
松
と
も
に
敷
箇
月
も
雪
に
閉
ざ
さ
れ
る
深
雪
地
帯
で
あ
る
が
、

ど
自
然
の
氣
象
の
酷
烈
の
程
度
に
お
い
て
は
永
松
は
、
幸
生
よ
り
更
に
甚
し
い
も
の
が
あ
る
。
永
松
が
、
常
時
住

を
出
し
た
と
こ
ろ
と
し
て
、

友
の
稼
行
下
に
あ
っ
た
と
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
断
定
す
る
ま
で
に
至
ら
な
い
が
、

R
 

な
ほ
幾
分
の
疑
ひ
を
残
さ
ぬ
で
も
な
い

。

な
ほ
風
雪
寒
氣
な

元
緑
六
年
雪
中
寒
死
者
四
十
人

次
に
三
枚
山
に
は
「
前
廉
致
候
」
、
槙
澤
・
板
木
澤
・
加
久
地
・
七
拾
枚
の
四
山
に
は
「
前
方
二
致
候
山
也
」
と

こ
の
最
上
銅
山
と
は
如
何
な
る
銅
山



す
る
と
、

あ
り
、
共
に
以
前
稼
行
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
ふ
だ
け
で
、

そ
の
時
期
が
明
ら
か
で
な
い
が
、
嘗
時
の
か
A

る
前

廉
前
方
な
ど
A

い
ふ
漢
然
た
る
言
葉
が
、
前
の
敷
箇
所
な
ど
い
ふ
言
葉
と
同
様
甚
だ
含
み
が
多
く
、
相
嘗
遠
い
頃

ま
で
を
意
味
す
る
こ
と
は
、
先
年
の
語
を
以
つ
て
敷
十
年
以
前
を
意
味
す
る
例
か
ら
も
類
推
さ
れ
る
。
例
へ
ば
備

中
吹
屋
（
吉
岡
銅
山
の
所
在
地
）
の
土
豪
大
塚
氏
が
文
化
元
年
（
軍
囀
戸
二
吉
岡
銅
山
相
績
の
次
第
を
記
し
た
文
書
に

二
百
敷
十
年
以
前
永
緑
年
間
の
こ
と
を
指
し
て
先
年
と

言
ひ、

又
住
友
が
元
緑
十
五
年
(
C
冨
工
七
）
に
提
出
し⑩
 

た
吉
岡
銅
山
産
銅
増
盆
意
見
書
に
「
先
年
よ

り
」
と
あ
る
の
は
、
六
十
年
前
の
寛
永
末
年
以
来
を
意
味
し
て
居
り
、

現
に
こ
の
槙
澤
・
板
木
澤
雨
銅
山
に
就
い
て
、
之
よ
り
約
四
十
年
後
の
元
文
頃
の
記
録
で
あ
る
「
た
か
ら
の
山
」

に
、
「
先
年
手
前
稼
申
候
」
と
註
し
て
ゐ
る
な
ど
は
、

そ
の
手
近
な
例
で
あ
る
。
そ
れ
に
又
同
書
に
は
近
い
過
去

の
こ
と
は
「
近
年
稼
申
候
」
と
い
ふ
語
句
を
使
用
し
て
ゐ
る
用
例
な
ど
も
注
意
す
べ
ぎ
で
、
此
等
の
黙
よ
り
類
推

は
ヽ

こ
の
前
廉
前
方
の
語
句
は
、
元
緑
九
年
か
十
年
頃
か
ら
は
敷
年
前
の
別
子
開
坑
よ
り
は
更
に
以
前
を
意

味
す
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

を
提
起
し
て
、

別
子
稼
行
以
袖
の
住
友
錮
業

し
か
も
是
れ
亦
鼠
に
こ
れ
だ
け
の
推
察
に
止
ま
る
の

で
は
な
く
、
間
接

に
之
を
傍
證
す
る
資
料
も
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
延
賓
二
年
（
直
疇
E
[

六
)
南
部
銅
買
附
に
就
い
て
、
奥
州
石
巻
の

住
人
九
兵
衛
な
る
者
が
、
住
友
の
江
戸
出
店
支
配
人
三
右
衛
門
と
手
代
七
右
衛
門
と
を
相
手
取
り
、

不
首
尾
に
終
っ
た
事
件
の
賜
係
書
類
で
、

そ
の
時
の
九
兵
衛
の
訴
状
に
は
、

-0
 

不
法
な
訴
訟



別
子
稼
行
以
前
の
住
友
鎖
業

御
常
地
中
橋
長
左
衛
門
棚
三
右
衛
門
と
申
者
二
南
部
二
而
銅
買
せ
申
二
付
、
勘
定
出
入
御
座
候
。
右
之

三
右
衛
門
手
代
七
右
衛
門
銅
請
取
南
部
へ
参
罷
有
候
間
、
勘
定
差
引
仕
候
様
二
と
七
右
衛
門
二
申
候
得

0

0
 
0
 
0

つ

('"

0

0

0
 
() 

ハ
、
三
右
衛
門
秋
田
か
罷
靡
り
江
戸
二
居
申
候
間
、
江
戸
二
而
勘
定
可
仕
候
儘
、
拙
者
二
江
戸
へ
罷
登

り
候
様
二
と
申
二
付
云云

去
ミ
年
九
兵
衛
と
相
談
い
た
し
、
銅
買
申
筈
二
而
、
則
南
部
大
膳
様
御
屋
鋪
へ
訴
状
上
ヶ
申
筈

二
認
候

虞
、
銅
段
ミ
下
直
二
罷
成
、
商
賣
二
相
不
申
候
二
付
、
無
用
二
仕
、
其
相
談
ハ
止
申
候
。
去
年
銅
下
直

ニ
買
申
候
段
ハ
、
其
節
世
間
並
之
相
場
二
而
御
座
候
ヘ
ハ
、
是
以
九
兵
衛
働
―
―
て
下
直
二
買
申
二
而
ハ

無
御
座
候
。
其
上
山
師
私
直
談
二
買
申
候
ヘ
ハ
、
九
兵
衛
少
も
か
ま
ひ
申
義
二
無
御
座
候
。

⑪
 

と
見
え
て
ゐ
る
。
こ
A

に
見
え
る
江
戸
店
手
代
の
七
右
衛
門
と
は
即
ち
後
に
別
子
銅
山
請
負
願
人
と
な
っ
た
七
右

衛
門
の
こ
と
で
あ
ら
う
が
、
兎
に
角
こ
れ
に
よ
り
、
住
友
が
南
部
銅
買
附
に
手
を
着
け
た
の
は
寛
文
十
二
年
（
三耀

三

）
で
、
翌
延
賓
元
年
に
は
賓
際
に
購
入
し
た
と
共
に
、
三
右
衛
門
が
秋
田
よ
り
江
戸
に
婦
つ
た
と
い
ふ
こ
と
よ

り
、
嘗
時
秋
田
即
ち
出
羽
方
面
に
闊
係
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
三
右
衛
門
の
秋
田
行

が
同
じ
く
買
銅
の
用
務
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
住
友
が
奥
羽
方
面
の
買
銅
に
手
入
れ
し
た
こ
と
は
随
分
早
く
、
こ

と
見
え
、

又
三
右
衛
門
の
應
訴
状
に
は
、



さ
て
そ
の
次
の
扇
平
以
下
五
山
は
、

こ
の
際
考
へ
合
は
さ
る
べ
彦
も
の
が
あ
る
。

れ
よ
り
自
ら
直
接
稼
行
を
誘
致
す
る
に
至
っ
た
こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
更
に
進
ん
で
は
、

に
直
接
稼
行
開
係
の
用
務
で
あ
っ
た
と
も
解
し
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

七
拾
枚
等
の
諸
山
が
陽
す
る
大
阿
仁
の
銅
山
は
、
寛
文
十
年
大
阪
の
小
吹
屋
北
図
屋
吉
右
衛
門
が
扇
平
即
ち
小
澤

銅
山
を
開
痰
し
た
の
を
端
緒
と
し
て
、
爾
後
急
速
に
榮
え
る
に
至
っ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
が
既

又
大
阪
の
古
来
よ

り
の
吹
屋
平
野
屋
の
銅
山
直
接
稼
行
が
甚
だ
早
か
っ
た
こ
と
も
前
に
既
に
指
摘
し
て
置
い
た
。
従
っ
て
こ
の
や
う

な
事
賓
も
ま
た
大
阪
の
同
業
者
で
、
殊
に
は
大
吹
屋
と
し
て
大
阪
否
日
本
の
銅
業
界
に
特
別
の
地
位
を
占
め
た
住

友
が
、
同
様
こ
の
方
面
の
銅
山
直
接
稼
行
に
早
く
着
手
し
た
ら
う
こ
と
を
推
察
せ
し
め
る
で
あ
ら
う
。
現
に
住
友

は
こ
の
扇
平
銅
山
よ
り
買
銅
し
、
元
緑
の
初
め
よ
り
は
大
阪
の
同
業
者
大
坂
屋
久
左
衛
門
が
、
同
山
の
稼
行
に
加

⑫
 

は
る
に
至
っ
た
こ
と
も
、

こ
の
や
う
に
諸
種
の
黙
よ
り
考
察
す
る
な
ら
ば
、
間
題
の
前
顧
前
方
等
の
語
句
の

意
味
す
る

と
こ
ろ
が
相
嘗
に

遠
く
、
其
等
諸
山
の
稼
行
の
早
か
っ
た
ら
う
こ
と
は
暑
ミ
之
を
推
測
し
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

も
の
で
あ
る
と
共
に
、

別
子
稼
行
以
前
の
住
友
錮
業

「
前
方
此
方
へ

買
銅

二
致
候
」
と
あ
っ
て
、

直
接
稼
行

で
な
い
か
ら
、

そ

れ
自
閤
と
し
て
は
営
面
の
問
題
に
は
な
ら
な
い

。
唯
そ
の
「
前
方
」
が
右
の
考
察
に
よ
っ
て
相
嘗
早

い
頃
を
さ
す

そ
れ
が
特
に
「
出
吼
之
内
稼
申
山
」
と
い
ふ
稼
行
鎮
山
の
表
題
下
に
記
入
さ
れ
て
ゐ
る
こ

一
陸
―
―
―
枚

・
槙
澤
・
板
木
澤
・
加
久
知
・



別
子
稼
行
以
前
の
住
友
鍬
業

た
や
う
な
出
資
開
係
を
推
測
せ
し
め
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
注
意
し
、
併
せ
て
又
こ
の
方
面
で
の
直
接
稼

行
と
の
間
に
相
互
開
係
が
あ
っ
た
で
あ
ら
う
こ
と
を
指
摘
し
て
置
ぎ
た
い

。

最
後
に
西
堂
・
尾
去
澤
雨
銅
山
と
十
和
田
鉛
山
と
に
は
、
稼
行
と
も
買
銅
と
も
将
又
只
今
と
も
煎
廉
•
前
方
と

も
何
等
註
記
が
な
い
が
、
是
れ
亦
稼
行
銅
山
の
表
題
下
に
あ
る
こ
と
A

、
特
に
運
上
を
註
記
し
て
ゐ
る
黙
よ
り
し

て
、
直
接
稼
行
の
鎖
山
た
る
を
意
味
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
果
し
て
さ
う
な
ら
ば
、

「
た
か
ら
の
山
」
に

（
盛
）

尾
去
澤
に
就
い
て
、
初
め
に
「
大
前
ハ
不
知
」
と
摘
記
し
、
次
に
「
直
山
三
年
、
其
後
ハ
同
領
森
岡
熊
谷
治
兵
衛

元
緑
元
か
同
十
―
―
―
迄
稼
…
…
…
元
緑
十
―
―
―
亥
二
月
か
山
野
戸
小
平
次
請
申
由
」
と
あ
る
か
ら
、
住
友
の
稼
行
は
元

緑
年
間
に
は
あ
り
得
ぬ
こ
と
A

な
り
、
自
然
「
大
前
ハ
不
知
」
の
中
に
入
る
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。

か
ら
の
山
」
が
曾
て
の
住
友
の
稼
行
を
忘
却
し
て
、
何
の
記
述
を
も
留
め
て
ゐ
な
い
こ
と
は
、
現
に
三
枚
山
は
名

を
記
す
の
み
で
何
の
註
記
も
な
く
、

加
久
知
・
七
拾
枚
に
至
っ
て
は
そ
の
名
さ
へ
記
し
て
ゐ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て

も
知
ら
れ
る
か
ら
、
尾
去
澤
に
自
家
稼
行
の
記
載
が
な
い
こ
と
は
、
そ
の
事
賓
の
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い

⑬
 

の
で
あ
る
。
幸
ひ
十
和
田
鉛
山
に
つ
い
て
は
「
南
部
領
金
山
稼
候
書
抜
」
（
麟
“
口
正
厄
い
：
こ

に
「
寛
文
年
中
、
毛
馬

せ
り

内
御
代
官
虞
万
谷
村
典
右
衛
門
と
申
者
撹
刷
二
参
候
虞
、
水
堀
の
跡
二
岩
二
石
鉛
附
居
候
を
見
付
打
砕
ぎ
持
帰
り
、

と
は
、
輩
純
な
買
銅
開
係
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、

「
た

こ
れ
こ
そ
前
に
銅
貿
易
株
仲
間
の
歎
願
書
の
文
言
中
に
見



別
子
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行
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の
住
友
鉱
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0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

其
頃
泉
屋
又
三
郎
と
申
者
罷
下
居
候
二
付
右
山
色
為
見
及
相
談
、

又
三
郎
山
元
に
罷
越
見
届
二
三
ヶ
月
も
普
請
い

た
し
堀
込
候
虞
、
禰
模
様
能
直
々
又
三
郎
願
上
相
慟
候
虞
、
鉛
出
方
宜
壷
ヶ
年
千
四
百
箇
五
百
箇
程
宛
吹
出
、

（
退
）

賓
ノ
頃
迄
相
働
大
二
利
運
致
‘
夫
か
少
大
色
二
相
成
候
二
付
御
返
上
云
々
」
と
あ
り
、

延

ま
た
南
部
家
曾
蔵
「
雑
書
」

中
に
も
延
賓
六
年
（
直
直
」
i

ハ）
よ
り
同
九
年
に
亙
り
、
泉
屋
又
三
郎
が
十
和
田
鉛
山
を
稼
行
し
、
運
上
十
分
一
を
除

⑪
 

ぎ
穂
額
鉛
七
萬
一
千
五
百
七
十
一
貫
八
百
十
匁
、
箇
敷
五
千
七
百
五
十
九
箇
を
出
し
た
こ
と
が
見
え
て
ゐ
る
。

こ

之
内
稼
申
山
」
の
十
和
田
鉛
山
の
項
と
併
せ
考
へ
る
時
、
正
に
時
期
的
に
相
應
し
、
同
一
人
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
、
従
っ
て
十
和
田
鉛
山
が
稼
行
山
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
確
に
分
る
。

こ
の
他
そ
の
稼
行
の
分
る
も
の

と
し
て
は

⑮
 

鹿
角
郡
の
立
石

・
鶉
の
二
銅
山
が
あ
り
、
又
そ
れ
と
推
測
さ
れ
る
も
の
に
槙
山
銅
山
が
あ
る
。

か
く
て
西
堂

・
尾

去
澤

・
槙
山
は
姑
＜
措
く
と
し
て
も
、
陸
奥
に
お
い
て
十
和
田
・
立
石
・
鵜
、
出
吼
に
お
い
て
は
幸
生
・
三
枚

・
槙

澤

・
板
木
澤

・
加
久
知
・
七
拾
枚
の
諸
山
に
就
い
て
、
其
等
が
別
子
以
前
の
稼
行
で
あ
る
こ
と
を
推
考
し
得
た
の

⑯
 

で
あ
る
が
、
同
時
に
其
等
が
寛
文
年
間
以
前
に
遡
ら
ぬ
こ
と
も
之
を
認
む
べ
ぎ
で
あ
る
。
さ
う
す
る
と
、
其
等
諸

山
の
稼
行
は
、
最
も
早
く
見
て
も
、
三
代
友
信
以
前
に
は
及
ば
ぬ
こ
と
A

な
る
。
奥
羽
鎮
山
の
開
稜
に
い
ち
は
や

く
参
加
稼
行
す
る
と
と
も
に
、
尚
手
近
な
諸
闘
で
の
稼
行
が
あ
っ
た
ら
う
こ
と
は
、
何
人
も
容
易
に
想
像
す
る
と

の
泉
屋
又
三
郎
に
つ
い
て
は
、

住
友
家
古
過
去
帳
に
「
泉
又
三
郎
貞
享
五
年
ヒ
月
十一

日
歿
」
と
あ
り
、

一
四

前
記
「
出
羽



註

別
子
稼
行
以
前
の
住
友
鎖
業

い
繹
で
あ
る
。

と
並
ん
で
、
「
泉
屋
敷
爪
ヶ
所
」
と
の
記
載
が
あ
る
こ
と
も
、

一
五

R
「
山
形
獄
中
の

陸
奥
宗
光
」
（
山
形
縣
文
化
財
保
護
協
會
網
）

の

「
永
松

こ
の
際
注
目
し
て
置
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ら
う
。

即
ち
坑
道
の
中
、

こ
ろ
で
あ
ら
う
。
そ
れ
に
就
い
て
、
今
「
た
か
ら
の
山
」
か
ら
、
明
確
な
吉
岡
銅
山
の
外
に
、
槙
澤
・
板
木
澤
等

の
「
先
年
手
前
稼
申
候
」
の
註
記
の
例
に
よ
っ
て
、
同
様
な
註
記
あ
る
も
の
を
拾
ふ
と
、
下
野
の
足
尾
栗
山
銅
山

・
備
前
の

金
川
佐
野
銅
山
等
が
學
げ
ら
れ
る
。
同
書
の
記
述
が
元
緑
十
一
年
迄
は
明
確
に
年
次
を
記
し
て
ゐ
る
貼

よ
り
見
て
、
先
年
と
い
ふ
漠
然
と
し
た
文
字
の
使
用
は
、
既
に
も
述
べ
た
や
う
に
そ
れ
よ
り
相
常
以
前
に
及
ぶ
と
推

測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
尚
奥
州
會
津
領
の
黒
澤
村
銅
山
に
は
年
次
の
記
載
を
鋏
い
て
ゐ
る
が
、
同
山
の
諸
鋪
（
敷
）

⑪
 

「
沼
峠
上
中
下
三
鋪
」
に
「
先
泉
屋
又
三
郎
稼
捨
」
の
註
記
が
あ
る
外
、

「
大
坂
屋
敷
一
ヶ
所
」

と
こ
ろ
で
「
た
か
ら
の
山
」
は
、
元
緑
以
後
で
さ
へ
、
住
友
が
賓
際
調
査

・
試
掘
或
は
稼
行
し
た
こ
と
の
確
賓

⑱
 

な
多
く
の
銅
山
を
書
ぎ
洩
ら
し
、
以
前
に
於
い
て
は
、
奥
吼
の
鎖
山
に
就
い
て
指
摘
し
た
や
う
に
、
意
外
の
脱
漏

が
あ
り
、
従
っ
て
古
来
住
友
の
開
係
し
た
鎮
山
を
悉
く
網
羅
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
が
明
瞭
に
知
ら
れ
る
か
ら
、

同
書
に
記
載
が
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
、
そ
れ
以
外
に
住
友
稼
行
鎖
山
の
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な

こ
の
黙
は
特
に
考
慮
す
べ
ぎ
で
、
将
来
確
賓
な
新
資
料
の
出
現
を
望
む
こ
と
切
な
る
も
の
が
あ
る
。

①
本
輯
巻
首
挿
櫓
寓
員
参
照。



ミ
省
申
候

一
四
番
敷
樋
戴
拾
六
挺
有
之
由
、
元
祓
十

六

二
少

一
曖
敷

申
由

一
度
直
り
大
榮
り
、

又
其
後
下
り
込
樋
八
挺
立
、
水
以
之
外
強
稼
止
メ

夫
力
又
下
ノ
谷

在
之
由

銅
山
を
め
ぐ
る
緑
ー
古
河
市
兵
衛
・
後
藤
叉
兵
衛

・
陸
奥
宗
光
」
並

に
寒
河
江
市
白
岩
住
渡
邊
半
右
御
門
氏
覺
書
。

一
永
松
銅
山

戸
澤
上
穂
之
助
殿
領

平
次
右
運
上
二
而
仕
紹
申
候
、

―――一
番
敷

一
度
ハ

水
抜
も
切
申
候
由
、

一
戸
永
松
二
間
符
敷
見
へ
申
候
、
取
付
六
方
地
二

て

時
分
山
不
宜
候
間
、
無
運
上
二
て
被
仰
付
候
事
も

閲
又
大
坂
屋
致
候

後
若
狭
屋

三
匁
撮
上
ヶ

一
榮
り
銅
出
し
、
其
後
小

右
運
上
先
年
大
坂
屋
請
負
之
時
分
ハ
拾

五
匁
、
其

山
士
山
野
部
小
平
次

但
運
上
銅
百
斤
二
付
拾

八
匁
之
由

R
「
た
か
ら
の
山
」
所
載
の
永
松
銅
山
の

項
に
次
の

如
く
あ
る
。

別
子
稼
行
以
前
の
住
友
鎮
業

へ
着
駄
賃
な
し
、
然
共
外
米
調
山
本
へ
着
ケ
候
カ
ハ

一
罷
越
候
而
見
分
仕
候
、
永
松
逍
沐
ハ
地
頭
か
山
本

有
之 但

出
釦
幸

ノ
半
分
出
申
候
由

歩

三
束
半

一
幸

二
珀
鎧
拾

五
挺

歩

五

束

八

分

大
競
有
之
由

右
之
間
符
雨
度
水
貫
切
申
候

一
四
番
敷
同
拾
挺

雨
鋪
平
シ
歩
五
束
位
付
申
由

一
銅
百
斤
入
壼
萬
賦
千
丸
元
穀
十
四
巳
歳

午
蔽

同

十

五

一
同
壼
萬
煎
百
丸

一
未
ノ

歳
去
巳
方
重
サ
出
来
可
申
肱

一
戸
永
打
越
幸
生
領

二
銅
山
鑓
賦
｀
グ
所
壼
ケ
所
永

松
か
唸
シ
切
二
横
相
八
間
計
、
切
燒
二
逢
候
慮

右
之
所
ハ
御
蔵
領
ハ
う
す
み
二
て
不
宜
、
厚
ミ

ハ
永
松
領
二

て
候
故
、
不
頼
母
子
二
見
へ
申
候

右
者
山
元
幸
生
領
、
永
松
方
裕
切
二
仕
候
慮
、
見
分

上
三
拾
壼
挺
ノ
下
り
也
元
緑
十

六
年
春
、
根
戸

一
幸
敷
水
抜
切
、
其
後
樋
賦
拾

五
挺
六
挺
下
り
以

一六



う
な
記
述
が
あ
る
。

⑲
「
秋
田
領
内
諸
金
山
箇
所
年
敷
帳
」
に
阿
仁
銅
山

に
就
い
て
次
の
や

十
年
以
来
の
稼
行
を
述
べ
て
ゐ
る
の
に
嘗
つ
て
ゐ
る
。

⑪

銅
異
國
賣
覺
帳
゜

の
は

別
子
稼
行
以
前
の
住
友
錮
業

「
備
中
公
用
帳
」
の
正
徳
二
年
十
月
附
の
口
上
書
に
寛
永

以
上
見
る
如
く
産
銅
額

の
上
か
ら
嘗
時
全
國
で
も
有
敷
の
銅
山
で
あ

っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。

④
「
編
年
西
村
山
郡
史
輝
之
に
云
々
」
よ
り
補
訂
。

i
（
小
葉
田
）
I

⑤
年
々
帳
無
番

．

銅
異
園
賣
覺
帳

•

本
叢
考
第
九
輯
附
録
。

訂
°
|
（
小
葉
田
）
ー

⑩

「

悶

讐

元

緑

四

未

年
力
諸
願
拍
」
．
「
□

[
御
銅
山
覺
」
所
牧
の
意
見

書
に
、

「
先
年
か
掘
候
間
符
敷
凡
百
ヶ
所
餘
有
之
」
と
言
っ
て
ゐ
る

R
「
前
に
述
べ
た
如
く
、
村
山
郡
幸
生
銅
山
は
幕
領
に
展
し
云
々
」
補

し
て
ゐ
る

の
は
誤
り
で
あ
る
。

R

「
垂
裕
明
鑑
」

に
元
誅
六
年
四
十
四

人
の
雪
中
凍
死
者
を
出

し
た
と

⑦
最
上
は
羽
前
だ
か
ら
奥
州
と
い
ふ
の
は
誤
り
て
あ
る
。

R
昭
和
十
八
年
供
出
さ
れ
て
今
は
な
い
。

一
匁
も
高
直

二
堂
り
申
候
由

一七

い
は
れ
る
。
尾
去
澤
の

記
録
「
銅
山
記
」
の
尾
去
澤
初
か
山
師
付
に

赤
澤
の
諸
坑
を
開
く
に
及
ん
で
銅
山
と
し
て
繁
榮
の
途
に
つ
い
た
と

を
稜
し
、
党
文
六
年
に
至
り
、
長
尾
重
左
衛
門
が
、
田
郡

・
元
山

⑬
厄
去
澤
銅
山
ぱ
、
慶
長
年
間
西
道
金
山
、
五
十
枚
金
山
の
開
坑
に
端

是
を
三
オ
山
と
申
唱
候
。

り
大
坂
屋
久
左
衛
門

・
中
村
多
治
兵
衛
等
是
に
加
り
候
。
凡
、

右
は
小
澤
銅
山
也
。
是
を
后
平
釦
山
と
唱
へ
候
。
元
緑
の

始
よ

右
衛
門

筵
文
十
戌
年
よ
り
元
緑
十
丑
年
ま
で
年
間
廿
八
年
。

受
山
北
國
屋
吉

記
之
c

富
山
ぱ
往
古
よ
り
金
山
こ
て

、
草
訓
致
追
綿
候
、
所
閥
板
木
氾
金

を
載
左
。
但
、
賞
山
の
儀
は
、
別
に
我
家
に
有
藷
記
、
具
に
別
に

人
ー
山
、
如
泰
山、

甚
を
居
、
不
麦
不
易
に
連
綿
致
。
今
其
序
大
概

山
と
成
、
受
山
と
成
、
或
は
険
し
、
或
は
褻
り
候
得
共
、
小
澤

開
、
夫
よ
り
以
来
、
此
地
に
於
い
て
諸
山
如
波
活
開
装
致
、
御
直

十
戌
年
に
至
、
此
銅
山
出
生
致
、
大
坂
町
人
北
國
屋
吉
右
術
門
相

之
候
、
御
迎
邦
以
後
也
。
掠
金
山
追
年
哀
寝
い
た
し
候
慮
、
寛
文

山
是
也
。
其
後
七
十
枚
山
に
て
、
大
盛
有
之
、
御
奉
行
御
付
添
有



以
来
、
川
内
屋
が
再
び
尾
去
澤

・
田
郡
を
諮
け
て
稼
行
し
、
盛
岡

の

行
し
た
山
師
で
あ
っ
た
と
速
断
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
。
天
和
元
年

一
、
長
尾
重
左
衛
門

一
、
泉
や
支
配
本

一
、
熊
谷
治
兵
衛
一
、

川
内
屋
留
兵
衛

（以
下
省
略
）

と
あ
り
、
他

の
記
録
に
、
三
上
多
兵
衛

に
御
手
山
と
孫
記
し
、
次
に

熊
谷
治
兵
衛
、

川
内
屋
留
兵
衛
と
な
っ
て
ゐ
る
。
南
部
家
奮
蔵
「
雑

川
内
屋
留
兵
衛
が
尾
去
澤
銅
山
を
、
多
分
日
詰
町

の
伊
兵
衛
を
金
本

と
し

て
請
け
た
が
、
同
年
閏
八
月
に
な
っ
て
取
上
げ
と
な
り
藩
の

御

役
人
で
あ
る
。
川
内
屋
以
前
に
は
、
延
賓
七
年

五
月
こ

ろ
西
道
尾
去

澤
（
西
道
の
内
尾
去
澤
と
い
ふ
記
載
も
あ
る
）
銅
山
師
喜
兵
術

・
重

右
衛
門

の
名
が
見
え
る
。
し
か
し
同
年

八
月
に
は
鹿
角
中
銅
山
を
御

手
山
と
し
た
と
い
ふ
か
ら
、
尾
去
澤
も
御
手
山
に
な
っ
た
ら
し
い。

輸
出
し
て
を
り
、

御
手
山
の
際
に
も
左
平
次

•

清
兵
衛
の
名
で

同
じ

く
輸
出
し
て

ゐ
る
が
、
清
兵
衛

・
左
平
次
は
鹿
角
郡
の

他
釦
山
に
も

多
く
開
係
し
輸
出
銅
を
扱
っ
て
ゐ
て
、

必
ず
し
も
尾
去
澤
を
直
接
稼

延
費
六
年
十

一
月
、
西
道
尾
去
澤
銅
を
銅
山
師
洞
兵
衛
の
名
で
領
外

手
山

（
直
営
山
）
と
な
っ
た
。

三
上
多
兵
術

は
常
時
の
銅
山
掛
り
の

書
」

に
よ
っ
て
考
へ
る
と
次
の

や
う

に
な
る
。
延
賽
八
年

六
月
よ
り

別
子
稼
行
以
前
の
住
友
鎮
業

一、

三
上
多
兵
衛

一、

山
ノ
目
小
平

延
官
六
年
十
月
十
―――

日

右
ノ
通
改
通
可
被
申
也

十
月
十

一i
一日

兵

助

九
兵
術

治
太
夫

十
和
印
鉛
山
か
亦

．i
一
郎
掘
出
候
鉛
ー
分

一
上
候
外
、
正
味
i

萬
六

百
五
十
七
闘
目
、
此
固
敷
八
百
州
固

ハ
此
度
他
領
に

相
出
候
間
、

⑭

即

ち
南
部
家
也
誠

「
雑
書
」
中
次

の
通
り
で
あ
る
。

は
ま
た
訂

来
の
研
究
課
題
と
し

て
お
か
う
。
ー

〖
小
葉
田
）
＇
1

泉
屋
支
配
本

の
事
賞
を
徴
し
得
る
史
料
が
あ
る
か

ど
う

か

こ

れ

ら

衛

・
重
右
御
門
と
泉
歴
と
の
賜
係
の
有
無
や
、
さ
ら
に
そ
れ
以
前
に

た
の
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
恐
ら
く
延
貸
七
年
八
月
以
前
の
こ
と
で
あ

る
こ
と
に

は
間
違
ひ
な
い
。
な
ほ
、

こ
の
泉
屋
を
盛
岡
の

山
師
と
す

る
説
も
あ
る
や
う
で
あ
る
が
、

や
は
り
営
時
の
住
友
の
奥
羽
地
方
の

事
業
閥
係

よ
り
考

へ
て
も
住
友
と
見
る
方
が
妥
営
で
あ
ら
う
。
喜
兵

さ
て
泉
屋
支
配
本
と
い
ふ
の
は
、
泉
屋
が
金
本
を
兼
ね
て
稼
行
し

に
減
じ
て
、
さ
ら
に
樅
綾
請
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。

年
間

（貞
享
元
［
元
緑
二
）
こ
れ

ま
で
運
上
十
分

の
二
を
十
分
の
一

熊
谷
治
兵
術
が
金
本
と
な
り
、
天
和
―――
年
に
至
り
、
明
年
よ
り
五
箇

一八



別
子
稼
行
以
前
の
住
友
錮
業

延
賓
七
年
六

月
十
一

日

ハ
月
十
二

日

固
、
大
小
九
拾
八
枚

四
月
七
日

治
太
夫

兵

助
九
兵
衛

鹿
角
松
山
御
番
所

槽
太
夫

一
萬
五
百

二
十
六
貫
目
、
固
敷
七
百
九
十
八
固
、
今
度
他
領
へ
遣

候
間
、
改
通
可
被
申
也

ハ
拾
萱
貫
八
百
目
、
固
敷
九
拾

二
固
、
大
小
敷
□

口
口
指
上
候
外
、

通
證
文
出
ス
、
但
シ
拾
分
一
千
四
拾
貫

五
百
目
、
固

ニ
シ
テ

八
拾
六

十
和
田
鉛
山
£
泉
屋
又
―
―
―
良
吹
出
候
鉛
拾
分

一
指
上
候
外
、
九
千

三
百
六

十
i

―
一
貫
七
百
目
、
固

ニ
シ
テ

七
百
二
十
八

固
、
大
小
数
七

百
四
拾
―
―
―
枚
、
今
度
他
領
に
出
候
、
無
相
違
通
可
申
旨
鹿
角
松
山

一
、
拾
和
田
豪
蔵
鉛
山
方
泉
屋
又
三
郎
吹
出
候
鉛
拾
分

一
役
千
百

黒
澤
尻
川
辿
改
所

一
、
十
和
田
合
貧

一九

七
百
十
一

枚
之
内

十
分
一
鉛
八
百
五
貫
-

i

百
目
、
↓
〈
十
固
、
八
寸

八
枚
、
残
七
千
二

百
四
十
六
貫
七
百
目
、

六
百
六
固
、

1

二
百
二
十

三
枚
他
領
に

出
、

但
未
ノ

六
月
七
日

コ
リ
同
八
月
十
六
日
迄
床
二

丁
ニ

-rro
吹
出
申
分
也

百
―
―
十
枚

ハ、

十
和
田
鉛
山
仕
呆
屈
又
三
郎
山
先
典
右
衛
門
、
未

ノ

八
月
十
六
日
方
申
i

―一
月
廿―
i

日
迄
、
床
訊
丁
ニ
テ
吹
出
候
内
拾
分

一
御
役
指
上
、
残
而
右
之
通
他
餌
へ
相
出
候
、
改
通
可
被
申
也

鉛
八
千
九
百
二
十
貫
百
目
、
固

ニ
シ
テ

七
百
．
＿
．十
八
固
、
大
小
敷

ハ
月
十
丸

日

延
育
八
年
四
月
四

日

一
、
鉛
九
千
四
百

冗
十
貫
四
百
目
、
固
敷
八

百
拾
固
、
大
小
敷
八

四
月
四
日

延
密
七
年
八
月
廿
四
日

七
左
衛
門

治
太
夫

兵

助

烹
澤
尻
番
所

烹
澤
尻
川
（
迎
改
所
）

泉
屋
亦

字
郎
吹
出
鉛
＇
八
千
冗
十
一
貫
＇
心
直
目



二
月
卜
六
日
吹
出

四
固
、
十
和
田
山
仕
又`
i

一
郎
興
右
御
門
、
申
八
月
十
五
日
ョ

リ
酉

四
月
廿
七

日

ー
分
一
役
取
上
外
他
領
通
手
形

廷
賓
八
年
八
月
十
八

日

じ
左
御
門

治
太
夫

黒
澤
尻
改
所

七
百
七
十
三
枚
ハ
、

十
和
田
磁
倉
山
二

而
泉
屋
叉
三
郎
掘
出
鉛
拾

分
一
役
取
上
候
外
、
右
之
逆
他
領
へ

出
候
、
改
通
可
被
申
也

一
、
鉛
七
千
一
否
ぃ
四
十
ハ
貝
六
十
目
‘
固
ニ

シ
テ

五
百
九
十
五
固
、

大
小
敷
六
百

．
i+枚
ハ
、
十
和
田
藷
介
山
鉛
山
師
叉
三
郎
典
右
御

門
、
申
ノ

六
月
十
「
一

日
か
同

八
月
十
五

日
迄
、
吹
出
候
鉛
十
分

一

役
取
上
候
外
、
他
領
へ
出
候
、
改
通
可
被
申
也

鉛
八
千
一i
n五
十
九
貫
八
百
五

~く
ァ目
、

八
百

．

i
．
十
四
枚
、
ナ
百
｝
＂
りr一
ー

八
月
十

八
日

廷
喪
八
年
六
月
十
九
日

別
子
稼
行
以
前
の
住
友
鍬
業

七
左
術
門

治
太
夫

兵

助

黒
澤
尻
御
番
所

延
貨
八
年
五
月
八
日

る。 秋
田
縣
鹿
灼
郡
十
和
田
町
）
に
つ
い
て
左
の
迂
り
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

延
宜
九
年
四
月
廿
七
日

R
即
ち
「
南
部
領
金
山
稼
餃
書
抜
」

（
森
嘉
兵
価
氏
採
集
）
に

立
石
銅
山

立
石
銅
山

天
和
一
一
年
石
田
儀
右
衛
門
見
立
0

中
略

5
冨
⑰
逗
ご
芦
”
立
碍
後
、

佐
廊
屋
八
郎
右
仙
門

と
申，
者
罷
下
候
節
、

山
元
見
分
致
普
期
仕
候

（
吉
）

ハ、

釦
出
培

二
柑
成
可
申
校
株

二
付
、
大
坂
泉
斥
正
左
岱
門
金
主

ニ
而
・
八
郎
右
御
門
願
上
伐
慮
、
願
之
通
技
仰
付
金
賦
も
能
普
請
丈

夫

二
仕
出
愉
相
働
候
厖
、
貞
1

号
二
年
之
暮
雪
な
と
に
て
型
所
押
汎

シ
、
八
郎
右
衛
門
初
手
代
中
問
迄
拾
三
人
及
死
亡
、
少
々
吹
出
侯

銅
買
彿
各
，
一
ー
・
戸
人
の
取
仕
舞
致
候
由

叉
、
縞
銅
山
（
鹿
角
郡
小
坂
町
）
に
つ
い
て
ぱ
南
部
家
払
翌
諏
「
維
書
」

の
中
に
次
の

如
き
記
事
が
ふ
る
。
尚
、
泉
陸
善
兵
衛
の
名
は
住
友
家

古
過
去
板
に
見
え
、
浪
犀
又
―
―
一
郎
に
つ
い
て
ぱ
前
述
し
た
通
り
で
あ

（ト

キ
）

一、

泉
屋
善
兵
御
通
上
之
鹿
角
終
銅
山
炭
釜

二
居
候
炭
燒
仙
北
せ

黒
澤
尻
通
改
所

四
(
)



別
子
稼
行
以
前
の
住
友
鎖
業

ん
口
ぅ
之
内
せ
ん
と
う
澤
村
北
主
計
、
百
姓
椛

三
郎
平
蔵
弧
絨
、

信
田
藤
五
郎
と
申
仁
之
百
姓
楷
兵
衛
、
其
外
仙
北
堀
廻
り
村
源
．
―i

郎
、
同
所
伊
澤
村
助
市
、
右
六
人
四
月
十
五
日
之
晩
釜
屋
二
臥
居

候
所
へ
、
仙
北
浅
前
村
之
者
之
由
菩
兵
へ
と
申
者
、
五
六
人

二
而

夜
盗

二
入
、
善
兵
へ
と
名
乗
、
櫂

三
郎
首
を
脇
指

ニ
テ
押
居
、
金

子
渡
候
へ
、
働
候
而
も
是
非
取
可
申
と
申

二
付
、
無
是
非
金
子
一
雨

二
歩
被
取
、
其
上
助
市
着
物
壼
ツ
共

二
取
除
候
而
花
輪
邊
を
行
く

子
返
候
へ
と
申
候
ヘ
ハ
、
却
而
善
兵
へ
脇
指
を
ぬ
き
切
懸
り
候

ニ

付
、
花
輪
中
嶋
之
田
面

二
而
善
兵
へ
を
打
殺
ス
付
、
六
人
之
者
共

花
輪
籠
舎
申
付
置
、
御
横
め
伊
藤
所
左
衛
門
、
銅
山
御
奉
行
癸
涙

部
作
左
衛
門
、
高
野
儀
兵
箭
、
花
輪
御
代
官
野
邊
山
右
衛
門
、
小

枝
指
清
兵
へ
差
候
、
色
々
御
尋
候
へ
共
、
右
之
通
申
出
候
、
最
六

人
之
者
御
宿

―――

川
屋
澤
代
助
井

二
被
殺
候
苫
兵
へ
同
所
御
新
田
居

候
源
左
衛
門
、
花
輪
裏
町
惣
十
郎

も
同
前

二
白
状
仕
侯
へ
共
、
夜

盗
な
と
仕
候

二
、
名
ヲ
名
乗
候
而
金
子
を
取
、
其
上
善
兵
へ
何
事

へ
も
不
参
居
申
候
ヘ
ハ
、
六
人
者
共
理
不
盛

二
善
兵
へ
殺
候
而
、

以
後
右
之
通
申
造
候
哉
、
被
盗
候
も
不
分
明
候
へ
共
、
双
万
他
領
之

者

二
候
ヘ
ハ
、
逹
而
穿
さ
く
仕
候
而
も
不
入
物

二
も
見
‘
老
中
相
談

を
、
同
，

r
七
日
花
綸
裏
町

二
而
灌
三
郎
其
外
右
之
者
共
見
合
、
金

四
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之
上
銅
山
元
泉
屋
善
兵
へ
泉
歴
又
二
郎
に
も
様
為
見
居
、
尤
他
領
方

（
念
）

御
用
瑕
参
居
候
炭
燒
共
所
へ
肝
曲

二
も
為
年
何
も
手
形
箆
仕
、
六

人
之
者
共
か
も
手
形
を
取
、

候
ゆ
へ
、

領
内
二
而
左
様
之
儀
仕
候
段
不
届

二

一
應
遂
穿
酪
候
へ
共
双
方
他
領
之
者
共
二
候
得
ハ
、
逹

而
不
分
明
俵
を
尋
候

二
も
不
及
候
間
、
境
目
追
放
申
付
候
段
申
含
、

五
月
六
日

二
鹿
角
松
山
境
目
追
放
申
付
、
委
細
右
之

口
書
書
付
，
↑

叉
櫃
山
銅
山
（
現
在
の
尾
去
澤
銅
山
内
）
に
つ
い
て
は
前
記
「
南
部
領

金
山
稼
候
書
抜
」
に
次
の

や
う
に
記
さ
れ

て
ゐ
る
。

翌
文
之
比
迄
相
出
（
麟
宣
〗
）
、
以
後
泉
屋
又
兵
衛
と
申
者
に
被
下

山
元
見
届
候
慮
、
銅
氣
も
宜
様

二
相
見
得
、
普
詰
致
候
慮
、
宜
組

筋

二
見
常
り
、
直
に
銅
山
二
願
上
、
延
衰
年
中
方
元
緑
之
初
迄
相
働

尚
、
南
部
家
奮
蔵
「
維
書
」

に
も
、

.i'二
月
廿
日

運
上
辿
候
事

一
、
鹿
角
郡
之
内
駒
木
山
損
山
雨
所
、
先
年
か
金
山
掘
拾
古
問
符

（
セ
リ
）

共
銅
筋
有
之
出
聞
及
候
付
、
来
正
月
方

三
ケ
年
無
諏
人
望
候
付
逍

候
、
来
年
中

二
普
請
仕
付
銅
珀
出
来
侯
ハ

ヽ
、
其
節
床
炭
役
一
ケ

槙
山
銅
山

も
有
之



以
上
は
現
在
の
資
料
闊
係
に
於
い
て
、

幾
か
に
捉
へ
得
た
別
子
稼
行
以
前
の
住
友
鎖
業
の
輪
廓
で
あ
る
。
そ
れ

I -

ノ‘

結

五
ロ
1111 

n
 

治
太
夫

兵

助
七
左
衛
門
出
淵
助
七

い
つ
ミ
や
典
七
郎

⑱
例
へ
ば
「
諸
國
銅
山
見
分
控
」
中
の
諾
銅
山
で
「
た
か
ら
の

山
」

に

右
定
之
通
於
違
背
ハ
誇
文
可
取
上
事
、
尤
掘
捨
錐
古
間
歩
本
山

稼
行
が
貞
享
乃
至
そ
れ
以
前
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

一
、
炭
木
取
候
山
用
木
水
之
目
ハ
不
及
申
、
所
之
者
悩
有
之
候
て

作
法
之
通
可
申
付
候
、
唸
密
候
ハ
ヽ
可
為
曲
事

年

一
丁
二
付
拾
雨
宛
差
上
申
筈
、
若
銅
鉛
過
分

二
能
候
者
吟
味
之

上
役
金
増
上
掘
可
申
定
、
金
銀
筋
二
逢
候
老
早
々
注
進
可
仕
候
、

出
入
候
者
吟
味
候
上
可
申
付
候

一
、
吹
出
候
銅
ハ
十
分
一
役
取
上
候
外
、
他
領
へ
出
候
望
候
者
證

文
可
遣
と
も
、
代
官
山
奉
行
改
さ
せ
古
付
罷
出
可
申
候
、
銅
入
用
ニ

て
買
上
候
者
壷
雨

二
訊
＇
千
貫
目
之
禎

二
可
差
上
事

主
構
有
之
由
申
出
候
者
遂
会
議
可
申
付
者
似

延
賓
八
年
十
二
月
廿
日

見
え
ぬ
も
の
が
相
裳
あ
る
。
叉
、
元
緑

五
年
七
月
稼
行
許
可
と
な
っ

た
出
刃
庄
内
領
大
中
嶋
村
鉛
山
訥
負
の
事
賓
(
-
畔
麟
惰
琴
豆
汀
鎖
業

諸
用
留
」
所
収
）
は
雨
書
と
も
に
脱
漏
し
て
ゐ
る
。

別
子
稼
行
以
前
の
住
友
鎮
業

⑪
前
述
住
友
家
古
過
去
帳
の
泉
屋
叉
―
―
一
郎
の
歿
年
か
ら
考
へ
て
、
そ
の

稼
行
な
ら
ば
更
に
遡
り
得
る
諄
で
あ
る
。

⑯

註

⑫
に
同
じ
。
尤
も
そ
れ
は
銅
山
と
し
て
ゞ
あ
っ
て
金
山
と
し
て
の

年
八
月
十
二
日
の
又
兵
衛
と
徳
岡
庄
右
術
門
迎
名
の
井
上
市
左
衛
門

に
宛
て
た
査
歩
判
二
十
八
由
の
金
子
預
り
状
が
あ
る
。
＇
（
小
葉
田
）

I

の
と
こ
ろ
分
明
て
は
な
い
。

花
輪
町
の
折
戸

三
郎
氏
文
書

に
貞
享
四

尿
屋
又
兵
衛
及
び
い
つ

f`

、
や
典
七
郎
と
住
友
と
の
開
係
は
、
現
在

四



別
子
稼
行
以
前
の

住
友
錮
業

四

は
尚
多
分
に
、
具
證
性
に
鋏
け
て
ゐ
る
。
併
し
こ
れ
を
以
つ
て
し
て
も
、
兎
に
角
住
友
が
、
別
子
稼
行
以
前
甚
だ

早
い
頃
か
ら
、
即
ち
壽
消
以
来
と
す
れ
ば
、
凡
そ
百
年
も
前
か
ら
、
既
に
銅
精
錬
・
銅
貿
易
の
み
な
ら
ず
、
鎮
業

に
も
従
事
し
て
ゐ
た
こ
と
は
、
之
を
認
識
し
得
た
と
思
ふ
。
か
く
て
こ
れ
ま
で
も
世
界
で
も
類
の
ま
れ
な
長
年
の

稼
行
椴
績
を
謳
は
れ
た
住
友
鏑
業
は
、

そ
の
上
限
に
於
い
て
更
に
敷
十
年
乃
至
百
年
を
延
長
す
る
こ
と
A

な
っ
た

こ
A

に
爾
後
の
住
友
鎖
業
を
観
る
眼
も
更
に
加
へ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
筈
で
あ
る
。

こ
の
久
し
い
間
の
且
つ
又
多
方
面
多
様
の
撓
み
な
き
螢
為
に
よ
り
、
住
友
が
最

自
信
を
以
つ
て
、
困
難
な
吉
岡
古
銅
山
の
更
生
を
企
て
、
同
山
未
曾
有
の
大
工
事
を
賞
施
し
て
、
遂
に
莫
大
な
産

銅
を
得
、
或
程
度
所
期
の
目
的
を
逹
し
得
た
所
以
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
吉
岡
稼
行
を
機
緑
と
し
て
、
新
た
に
別

子
銅
鎮
を
猿
見
す
る
と
共
に
、
住
友
以
前
の
稜
見
者
と
い
ふ
三
島
村
（
今
の
愛
媛
縣
三
島
市
）
祇
太
夫
の
稼
行
競
願

に
も
拘
ら
ず
、
能
＜
之
を
凌
い
で
そ
の
目
的
を
逹
し
得
た
の
で
あ
る
が
、
是
れ
亦
多
年
の
業
績
に
裏
附
け
ら
れ
た

賓
力
が
幕
府
有
司
の
信
頼
を
博
し
得
た
た
め
に
外
な
ら
な
い
。
新
鎮
脈
焚
見
の
先
後
は
、

普
通

の
場
合
そ
の
採
掘

櫂
獲
得
の
第
一
條
件
た
り
得
る
も
の
で
あ
ら
う
が
、
常
時
の
幕
府
有
司
の
考
は
必
ず
し
も
さ
う
で
は

な
か
っ
た
。

こ
の
間
の
消
息
を
窺
ふ
―
つ
の
参
考
資
料
と
な
る
も
の
は
、

早
充
分
に
豊
富
な
経
験
を
積
み
得
た
こ
と
は
常
然
で
、

何
よ
り
も
先
づ
着
目
す
べ
き
は
、

の
で
あ
る
。

さ
う
す
れ
ば
、

元
緑
六
年
（
這
喜
[
二

の
吉
岡
銅
山
稼
行
樅
績
願

の
際

こ
れ
が
即
ち
「
憚
り
な
が
ら
私
義
は
」
と
い
ふ
や
う
な
大



鱗
入
札
二
も
申
付
候
ハ
、
‘

仰
付
可
然
奉
存
候
。
ヘ{')
介
七

・
勘
介
は
共

に
住
友
家

の
手
代

に
見
ら
れ
る
幕
府
嘗
路
者
の
態
度
で
あ
る
。
こ
の
場
合
住
友
は
貞
享
元
年
（
直
囀
年
六
）
以
来
特
別
の
計
棗
の
下
に
着

手
し
た
二
百
間
の
疏
水
坑
道
工
事
を
、
前
後
六
箇
年
半
の
歳
月
を
費
し
て
、
元
緑
四
年
二
月
瀬
く
完
成
し
、
其
の

結
果
多
額
の
産
銅
を
見
る
に
至
っ
た
為
め
、

そ
れ
迄
に
投
じ
た
多
額
の
紐
費
を
速
か
に
回
収
し
、
引
績
ぎ
多
大
の

利
得
を
牧
め
ん
も
の
と
、
請
負
年
季
の
期
限
に
先
立
つ
こ
と
七
箇
月
も
前
に
樅
績
願
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
が
、

①
 

之
に
閥
す
る
代
官
の
幕
府
へ
の
取
次
上
申
書
を
見
る
と
、

方
ミ
相
燭
入
札
二
も
申
付
候
ハ
ヽ
、
御
運
上
増
シ
候
而
御
請
仕
候
者
も
可
有
御
座
様
二
奉
存
候
へ
共
、

身
肱
薄
者
山
不
案
内
之
者
杯
御
請
仕
、
御
山
仕
損
シ
、
末
ミ
御
山
も
捨
り
申
様
二
仕
成
シ
申
候
而
ハ
‘

（
助
）

如
何
二
奉
存
候
間
、
右
介
七
勘
介
奉
願
候
通
、
被

と
申
述
べ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

一
髄
住
友
の
吉
岡
銅
山
稼
行
は
、
疏
水
坑
道
掘
墜
以
外
に
こ
の
老
山
更
生
の
方
途

な
し
と
し
て
、
嘗
局
の
諒
解
の
下
に
、
同
山
未
曾
有
の
劃
期
的
工
事
を
起
し
、

得
た
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
住
友
の
同
山
に
劉
す
る
こ
の
大
功
よ
り
し
て
、

別
子
稼
行
以
前
の
住
友
鍬
業

こ
A

に
漸
く
そ
の
目
的
を
逹
成
し

且
又
そ
の
鰹
費
さ
へ
未
回
牧
の
折
柄
、

今
更
こ
れ
を
他
に
請
負
は
し
め
る
な
ど
A

い
ふ
こ
と
は
、
常
識
上
考
へ
得
ら
れ
ぬ
に
拘
ら
ず
、
平
然
と
「
方
ミ
相

御
運
上
壻
シ
候
而
御
請
仕
候
者
も
可
有
御
座
様
二
奉
存
候
」
な
ど

4

言
っ
て
ゐ
る

と
こ
ろ
に
、
裳
時
の
幕
府
有
司
の
鎖
業
管
理
態
度
を
見
る
べ
ぎ
も
の
が
あ
る
。
住
友
が
年
季
期
限
の
七
箇
月
も
前

四
四



別
子
稼
行
以
前
の

住
友
鉱
業

に
樅
績
願
を
提
出
し
た
の
も
、
恐
ら
く
他
よ
り
の
競
望
に
備
へ
た
為
で
、
吉
岡
銅
山
に
酎
す
る
住
友
の
こ
れ
ほ
ど

の
特
殊
閻
係
さ
へ
敢
て
理
由
と
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
新
鎖
脈
焚
見
の
先
後
そ
の
事
の
み
が
、
稼
行
請
負
認
可
に

閥
し
て
、
必
ず
し
も
唯

一
の
理
由
と
な
り
得
な
い
こ
と
も
、

自
ら
明
ら
か
で
あ
ら
う
。
勿
論
稜
見
者
に
は
山
先
と

し
て
或
る
種
の
櫂
盆
が
典
へ
ら
れ
る
の
が
一
般
で
あ
る
。
有
司
の
間
題
と
し
た
の
は
、

は
、
如
何
に
し
て
全
髄
的
に
よ
り
多
く
の
運
上
牧
入
を
學
げ
得
る
か
と
い
ふ
こ
と
で
、
之
が
為
に
は
、
運
上
歩
合

の
高
率
と
、
産
銅
の
多
額
と
、
採
掘
の

長
期
と
い
ふ
こ
と
が
着
眼
黙
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
即
ち
「
身
膵
薄
者

山
不
案
内
之
者
杯
御
請
仕
、
御
山
仕
損
シ
、

も
言
っ
て
ゐ
る
所
以
で
、

そ
こ
に
要
望
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
請
負
人
の

資
本
の
豊
富
と
稼
行
の
熟
練
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
今
別
子
稼
行
に
就
い
て
見
る
と
、
元
緑
九
年
の
住
友
の
稼
行
綴
績
願
に
際
し
、
何
分
非
常
な
深
山
で
、

R
 

破
損
物
入
多
く
、
現
在
以
上
の
運
上
増
額
は
出
来
兼
ね
る
と
の
申
出
に
劉
し
、
代
官
の
取
次
上
申
書
に
は
、
率
直

に
之
を
認
め
、

委
細
吟
味
仕
候
虞
二
、

之
者
共
願
之
通
被
仰
付
可
然
奉
存
候
。

さ
う
し
た
因
縁
闘
係
よ
り

末
ミ
御
山
も
捨
り
申
様
二
仕
成
シ
申
候
而
／
‘

右
之
者
共
申
通
り
相
違
無
御
座
候

。

縦
外
か
御
運
上
増
御
請
仕
度
ン
—
望
申
者
御

座
候
而
も
、
身
代
薄
者
山
不
案
内
之
者
杯
御
請
仕
候
而
者
、

四
五

山
相
績
仕
場
所
之
様
二
不
奉
存
候
間
、
右

如
何
―
―
奉
存
候
」
と



と
言

っ
て
ゐ
て
、

太
夫
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
箪
に
そ
れ
だ
け
で
は
、
有
司
が
之
に
稼
行
櫂
取
得
を
認
め
る
に
至
ら
ず
、
従
っ
て
そ

の
競
願
が
つ
ひ
に
奏
功
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
己
む
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

も
、
過
去
敷
代
に
亙
り
、
幕
領
藩
領
諸
國
敷
多
の
銅
山
を
稼
行
し
来
つ
て
、
自
他
共
に
許
し
た
最
も
鰹
瞼
あ
る
鎮

業
家
で
あ
り
、

栗
山
雨
銅
山
産
銅
の
外
霰
交
易
方
を
も
櫓
常
さ
せ
ら
れ
て
ゐ
る
な
ど
、
幕
府
と
は
格
別
の
開
係
が
あ
っ
た
上
に
、

こ
の
別
子
銅
山
は
吉
岡
銅
山
と
同
一
代
官
の
支
配
地
で
も
あ
る
と
い
ふ
や
う
な
特
殊
な
閥
係
さ
へ
あ
っ
た
の
で
あ

こ
の
や
う
な
種

々
の
黙
よ
り
観
察
し
て
来
る
と
、
住
友
の
別
子
銅
山
入
手
と
い
ふ
こ
と
は
、
輩
純
に
曾
て
の
吉

岡
稼
ぎ
の
鎖
夫
切
上
り
長
兵
衛
の
稜
見
報
告
と
い
ふ
事
の
み
に
基
い
て
、
燒
倖
に
も
齋
ら
さ
れ
た
と
い
ふ
や
う
な

も
の
で
は
な
く
、
因
つ
て
来
る
更
に
深
い
根
源
の
そ
の
背
後
に
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
従
来
考

へ
ら
れ
て
ゐ
た
や
う
な
住
友
鎖
業
史

別
子
稼
行
に
先
立
つ
僅
か
十
年
前
、
吉
岡
銅
山
に
於
い
て
始
め
て
鎮
業

に
着
手
し
、

る
。

あ
り
、
更
に
別
子
稼
行
出
願
常
時
は
、

こ
の
山
が
稼
行
困
難
の
山
と
目
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

別
子
稼
行
以
前
の
住
友
鉱
業

さ
う
す
れ
ば
最
初
の
骰
見
者
が
祇

之
に
劉
し
、
住
友
は
何
と

言

っ
て

又
古
来
本
邦
の
銅
精
錬
及
び
銅
貿
易
家
の
統
領
た
る
地
位
を
も
兼
ね
た
資
力
確
賓
の
事
業
家
で
も

こ
A

十
年
来
吉
岡
・
幸
生
の
二
幕
領
銅
山
を
稼
行
中
で
、
別
に
幕
領
足
尾
・

し
か
も
失
敗
の
憂
目
を
見
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
ふ
や
う
な
、
幼
稚
な
鎮
業
紐
歴
ー
＇ー
を
以
つ
て

四

六



別
子
稼
行
以
前
の
住
友
鎖
業

し
て
は
、
先
づ
以
つ
て
切
上
り
長
兵
衛
の
猿
見
報
告
そ
の
も
の
が
既
に
必
ず
し
も
期
待
出
来
ず
、
次
に
は
最
初
の

装
見
を
主
張
し
た
者
を
凌
い
で
ま
で
も
別
子
銅
山
を
入
手
し
得
た
可
能
性
も
、
そ
ん
な
に
簡
輩
に
は
考
へ
ら
れ
ず
、

且
つ
又
こ
の
高
峻
な
深
山
の
困
難
な
稼
行
に
堪
え
、

四
七

入
山
以
来
逐
年
躍
進
的
な
産
銅
壻
加
を
示
し
、
敷
年
後
に
は

本
邦
銅
山
最
高
記
録
を
造
る
と
い
ふ
や
う
な
驚
異
的
開
猿
成
績
を
畢
げ
得
た
か
も
疑
問
と
な
る
。
別
子
の
開
焚
に

就
い
て
は
、
従
来
開
坑
嘗
年
約
八
十
日
間
に
一
―
―十
二
萬
斤
餘
の
産
銅
を
得
た
と

言
は
れ
た
こ
と
よ
り
、
常
初
の
別

子
銅
鎖
含
銅
率
の
驚
異
的
良
好
さ
が
先
づ
以
つ
て
想
像
さ
れ
、
為
に
開
焚
成
績
の
良
好
も
唯
漫
然
と
専
ら
こ
の
燒

倖
に
基
く
か
の
や
う
に
も
錯
覺
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
事
賓
は
開
坑
嘗
年
の
産
銅
は
一
桁
下
位
の
三
萬
二
千
斤
餘
の
誤

り
で
あ
る
か
ら
、

あ
の
開
装
の
好
成
績
も
決
し
て
そ
の
や
う
な
偶
然
の
燒
倖
で
は
な
く
、
矢
張
り
久
し
い
歴
史
に

培
は
れ
た
賓
力
に
負
う
た
と
こ
ろ
こ
そ
最
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
更
に
は
元
緑
十
五
年
、
幕
府
の
勘
定
奉
行
は

近
年
の
産
銅
減
少
を
憂
へ
、
産
銅
振
興
策
諮
問
の
為
に
、
特
に
大
阪
よ
り
住
友
と
大
坂
屋
と
を
招
致
し
て
意
見
を

徴
し
、
住
友
は
之
に
劉
し
幕
領
藩
領
の
諸
銅
山
稼
ぎ
方
に
就
ぎ
堂
々
敷
十
箇
條
の
意
見
を
具
申
し
て
、
奉
行
の
期

待
に
か
な
ひ
、
爾
後
の
鰹
営
上
甚
だ
好
意
的
な
取
扱
を
受
け
る
こ
と
A

な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
本
邦
鎮
業
史

上
の
重
大
事
賓
な
ど
も
、
住
友
の
敷
代
敷
十
年
乃
至
百
年
に
も
亙
る
長
期
の
豊
富
な
鎖
業
紐
験
を
認
識
す
る
こ
と

に
よ
り
、
始
め
て
員
に
よ
く
理
解
し
得
ら
れ
る
の
で
、
従
来
の
や
う
な
箪
純
な
知
見
虞
女
稼
行
の
吉
岡
銅
山



①
「
備
中
川
上
郡
吹
屋
村
御
山
用
控
」
所
牧
゜

註

R
「
別
子
銅
山
公
用
帳

壼
番
」
所
牧
。

欠ヽ斎

に
は
失
敗
し
、
偶
ミ
燒
倖
に
大
成
功
を
収
め
得
た
と
い
ふ
別
子
稼
行
の
経
験
も
、
常
時
ま
で
に
は
尚
僅
々
十
箇
年

ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
こ
の
時
住
友
は
今
後
の
一
般
的
産
銅
振
興
策
の
最
も
根
本
的
な
も
の
A

―
っ
と
し
て
、

鎖
業
経
営
に
於
け
る
古
来
の
通
例
た
る
年
季
請
負
制
撤
陵
の
絶
劉
必
要
性
を
、
種
々
の
理
由
を
具
し
て
力
説
し
た

こ
れ
は
即
ち
自
家
の
長
い
賓
際
鰹
験
に
基
ぎ
、
能
＜
鎖
山
鰹
螢
の
本
質
を
把
握
し
て
、
従
来
一
般
の
鉄
黙
を

最
も
適
切
に
指
摘
し
、
今
後
の
榔
ふ
べ
ぎ
方
向
を
極
め
て
明
快
に
指
示
し
た
も
の
で
、
そ
の
結
果
さ
し
も
に
蜀
善
的

な
常
局
を
も
動
か
し
、
遂
に
別
子
に
つ
い
て
は
、
一
應
五
箇
年
を
年
期
と
し
て
次
々
と
綴
績
し
、
賓
質
的
に
は
永
代

語
負
を
認
め
ら
れ
る
と
い
ふ
劃
期
的
な
事
賓
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
別
子
銅
山
は
も
と
よ
り
住
友

鎖
業
の
初
稜
で
は
な
く
し
て
、
賓
に
そ
の
―
つ
の
完
成
で
あ
り
、
長
期
に
亙
る
多
方
面
多
様
の
撓
み
な
ぎ
辛
苦
の
螢

こ
4

に
時
を
得
て
花
咲
ぎ
賓
つ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
牢
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ま
こ
と
に
も
「
ロ
ー

マ
は
一
日
に
し
て
成
ら
ず
」
。
堅
賓
な
る
繁
榮
の
道
は
長
き
撓
ま
ぬ
螢
為
の
中
に
こ
そ
通
ず
る
を
観
る
の
で
あ
る
。

為
が
、

が
ヽ

に
過
ぎ
な
い
と
い
ふ
程
度
の
鎮
業
賓
績
を
以
つ
て
し
て
は
、

別
子
稼
行
以
前
の
住
友
錮
業

か
A

る
こ
と
は
寧
ろ
不
可
解
な
異
常
事
象
と
せ

四
八



附

録

元

緑

十

三

年

辰

五

月

の

覺

元
緑
十
五
年
の
諸
國
銅
山
覺

元
緑
十
六
年
の
諸
國
銅
山
覺
書

主

要

銅

山

出

銅

高

の

覺



元
詠
十
三
年
(Oim
直
戸
ヒ
）
五
月
、
元
長
崎
町
年
寄
、
営
時
唐
蘭
商
賣
尤
締
代
物
替
運
上
方
役
の
高
木
彦
右
衛
門
は

江
戸
下
向
の
途
次
大
阪
に
立
寄
り
、
銅
屋
仲
間
に
輸
出
銅
に
開
し
て
種
々
間
合
せ
て
ゐ
る
。
こ
の
覺
は
銅
屋
仲
間

よ
り
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
項
は
嘗
時
全
闘
銅
山
分
布
の
概
況
が
わ
か
る
よ
い
資
料
で
あ
る
。
又
、
元
緑

十
一
年
輸
出
銅
定
額
八
百
九
十
萬
二
千
斤
の
賓
施
を
見
、
幕
府
営
局
は
そ
の
麓
面
上
定
額
の

集
荷
を
必
要
と
し
、

桔
梗
屋
又
八
の
定
額
銅
輸
出
一
手
請
負
の
こ
と
な
ど
あ
っ
た
が
結
局
う
ま
く
行
か
ず
、
再
び
十
二
年
度
よ
り
銅
屋

で
あ
る
。

附
録

解

こ
A

に
は
元
緑
期
銅
山
の
覺
書
類
を
蒐
め
て
見
た
。
全
闊
銅
山
に
つ
い
て
は
「
た
か
ら
の
山
」
・
「
諸
闊
銅
山
見

分
控
」
な
ど
重
要
な
資
料
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
後
輯
に
詳
述
す
る
の
で
割
愛
し
た
。
こ
の
他
、
本

叢
考
第
九
輯
附
録
「
廷
賓
二
年
十
一
月
十
四
日
附
泉
屋
・
銅
屋
連
署
訴
状
」
附
た
り
「
銅
山
覺
」
及
び
「
元
緑
五

年――
一
月
廿
六
日
附
銅
屋
訴
状
」
附
た
り

「
御
公
儀
御
銅
山
」
も
延
賓
並
に
元
緑
期
の
銅
山
に

つ
い
て
の
よ
い
資
料

解

題

元
緑
十
三
年
辰
五
月
の
覺

題



前
述
の
如
く
元
緑
十
一
年
よ
り
幕
府
は
定
額
輪
出
銅
の
制
を
賓
施
し
た
が
、

結
果
は
豫
測
通
り
に
は
運
ば
ず
、

そ
の
上
生
憎
其
頃
よ
り
日
本
の
産
銅
は
漸
減
し
た
。
苦
し
ん
だ
幕
府
は
元
禄
十
四
年
大
阪
の
石
町
に
銀
座
の
加
役

と
し
て
銅
座
を
設
け
、
従
来
の
自
由
取
引
を
停
止
し
、
住
友
以
下
の
銅
吹
屋
を
そ
の
支
配
下
に
収
め
て
銅
の
梨
荷

精
錬
貿
易
を
運
営
す
る
こ
と
に
し
た
。

諮
問
の
た
め
業
界
代
表
と
し
て
泉
屋
（
住
友
）
と
大
坂
屋
と
を
江
戸
に
招
致
し
て
意
見
を
徴
し
、

の
嘗
主
友
芳
は
幕
領
・
藩
領
の
諸
銅
山
稼
ぎ
方
に
就
ぎ
敷
十
箇
條
の
意
見
を
具
申
し
て
奉
行

の
期
待
に
叶
ひ
、
爾

J

れ
に
つ
ぎ
幕
府
の
勘
定
奉
行
荻
原
重
秀
は
翌
十
五
年
正
月
、
産
銅
振
興

元
緑
十
五
年
の
諸
國
銅
山
覺

よ
い
資
料
て
あ
る
。
（
「
鱈
亨
国
口
讐
旦
□

鎮
業
諸
用
留
」
所
収
）

仲
間
に
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
は
な
っ
た
も
の
A

、
も
と
も
と
そ
の
定
額
の
決
定
に
無
理
が
あ
っ
た
た
め
そ
の
長
崎

廻
送
は
矢
張
り
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
十
三
年
度
の
見
込
は
前
年
よ
り
更
に
百
五
十
萬
斤
程
も
減

ず
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
、
長
崎
奉
行
は
甚
だ
憂
慮
し
て
銅
の

生
産
購
入
並
に
長
崎
免
税
等
に
つ
い
て
積

極
的
に
配
慮
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
結
果
は
豫
想
以
上
に
減
り
飯
銅

・
古
地
銅
の
外
更
に
丁
銅

・
間
吹
銅
を

も
加
へ
、
漸
く
五
百
十

二
萬
六

千
四
百
餘
斤
と
い
ふ
有
様
で
あ
っ
た
。
こ
の
覺

の
輸
送
計
霊
も
亦
こ
れ
に
閻
す
る

附
絲

解

題

こ
れ
に
劉
し
泉
屋



附
録

参
出
頭
し
た
も
の
A

控
で
あ
る
。

J

の
貼
元
緑
十
五
年
の
方
が

後
の
鰹
螢
上
甚
だ
好
意
的
な
取
扱
を
受
け
た
。
こ
の
「
諸
國
銅
山
覺
」
は
同
じ
く
在
府
中
二
月
十
一
日
友
芳
が
持

二
十
三
箇
國
百
三
十
の
幕
領
・
藩
領
の
銅
山
名
を
掲
げ
て
ゐ
て
、
次
の
元
緑
十

六
年
の
「
銅
座
御
用
担
」
中
に
あ
る
「
諸
國
銅
山
覺
書
」
と
共
に
元
緑
末
期
の
全
國
銅
山
分
布
状
態
を
知
る
貴
重

な
資
料
で
あ
ら
う
。
（
こ
[
)
闘
元
緑
四
未
年
か
諸
願
拍
」
所
収
）

こ
の
覺
書
は
元
緑
十
六
年
七
月
、

そ
の
筋
よ
り
の
申
付
に
依
り
江
戸
在
勤
の
泉
屋
の
手
代
孫
兵
衛
・
大
坂
屋
八

右
衛
門
（
言
以
這
直
P
)
連
名
に
て
銅
座
へ
提
出
し
た
も
の
A

控
で
あ
る
。

「
諸
國
銅
山
覺
」
と
比
較
す
る
と
次
の
諸
黙
に
氣
付
く
。
先
づ
國
別
で
は
大
和
・
周
防
・
備
前
・
安
藝
・
石
見
・

甲
斐
・
越
後
・
伊
豆
・
相
模
・
近
江
・
河
内
の
諸
圏
が
増
え
、
越
前
・
因
幡
が
な
く
な
っ
て
ゐ
る
。
又
銅
山
で
は

六
十
五
山
が
新
ら
し
く
追
加
さ
れ
、
前
年
に
あ
っ
た
銅
山
名
で
な
い
も
の
は
野
瀬
・
名
来
・
佐
野
・
根
津
谷
・
仲

野
・
小
川
の
六
山
で
あ
る
。
又
、
陸
奥
・
出
羽
雨
闊
の
銅
山
に
つ
い
て
は
混
同
多
く
、
殊
に
出
羽
に
つ
い
て
は
陸

奥
に
入
る
べ
ぎ
南
部
領
の
白
根
は
じ
め
十
五
山
を
出
羽
に
入
れ
て
し
ま
つ
て
ゐ
る
。

所
牧
）

、
。
「
元
緑
十
六
年
未
正
月
吉
日

正

し

し

（

銅

座

御

用

加

」

解

題

元
緑
十
六
年
の
諸
國
銅
山
覺
書

前
年
泉
屋
の
常
主
友
芳
の
持
参
し
た



る
。 右

諸
資
料
の
印
刷
に
常
つ
て
は
、
底
本
の
原
形
を
存
す
る
に
勉
め
、

所
牧
）

主

要

銅

山

出

銅

高

の

覺

「
元
緑
十
六
年
未
正
月
吉
日

元
緑
末
期
の
全
國
主
要
銅
山
十
四
箇
所
の
出
銅
概
況
を
知
る
好
個
の
も
の
で
あ
る
。
（

銅

座

御

用

拍

」

た
。
又
場
合
に
よ
り
側
傍
に
（

附

録

解

題

）
を
附
し
て
適
宜
註
記
を
加
へ
た
。
振
仮
名
の
ゴ
ヂ

ッ
ク
は
原
本
で
は
朱
書
で
あ

常
字
・
略
字
等
は
成
る
べ
く
奮
に
握
つ

四



附
録

元
緑
十

三
年
辰
五
月
の
覺

石

見

長

門

少多以山

分候上敷

飛
ニヘ四不

御共ケ分

騨
中座銅國明

候之山

出敷

日

向

山

敷

不

分

明

紀

伊

拾

六

ヶ

所

銅

山

有

之

國

凡

百

萬

斤

五

月

十

四

日

か

六

外
二

嘗

春

か

五

ミ

者

五

千

斤

高

百

六

萬
―
―
―

百

斤

月

十

三

覺
日

志

摩

描

津
但

馬

月

晦

日

元
緑
十
三
年
辰
五
月
の
覺

伊

勢
下

野

三

ヶ

所

出

羽

拾

ヶ

所

美

濃
備

中

土

佐

佐

渡
七

ケ

所

以

上

拾

ヶ

國

ハ

一

ヶ

所

ッ

、

銅

之

出

ハ

少

分

二

御

座

候

越

前
備

後

陸

奥

拾

爪

ヶ

所

伊

典

都但

合地

能銅

御之

座出

候方

積例

り年

二之

て通

如ニ

此仕

諸

事

迄

大

坂

積

出

シ

可

申

と

存

候

銅

申古

方来

カ釦

積屋

下之

し外

候堺

由日

及野

承屋

候甚

右

衛

F9 

と

悼

銅

井

延

銅

古

地

銅

共

迄

古

来

銅

屋

共

か

長

崎

に

指

下

シ

候

銅

i

ケ

所

一
ヶ

所



附
録

辰

五

月

右

山

ミ

此

緩

銀

凡

八

百

貫

目

餘

可

有

之

欺

と

存

候

ノ~ヽ

元
緑
十

―――
年
辰
五
月
の
覺

出

申

銅

高

壼

此

内

凡

百

萬

斤

残

テ

七

百

萬

斤

右

何

も

大

概

之

稼

り

就

中

媛

銀

之

儀

者

猶

以

大

推

量

御

座

候

以

上

指日

越向

候畷

椋銅

之叉

銅ハ

故於

此山

緩元

銀ニ

凡白

ニ銀

も吹

難抜

計緩

候釦

二

而

ヶ

年

二

凡

八

百

萬

斤

積

）
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附
鋒

摘

津

園

銅

山

紀

伊

國

銅

山
元
緑
十
五
年
の
諸
畷
銅
山
覺

小

坂

西

川

折[南

着；山

東

山
仲

野
平

野

佐

野

御
代
官
所

多

田

永

野

ざ銅

諸

國

銅

山

覺

元
緑
十
五
年
の
諸
國
銅
山
覺

喜

谷

譲

谷
室

谷

鉄

谷

湯

谷

大

谷
芦

谷
樋

谷

永

谷
山

田

垣

尻

見

柏

原

熊

瀬
谷

口

小

淵

蔵多籠

土ス尻

車

取

野

瀬

ノ

藤

犬

山

路

尾

呂

者

圃

満

地

大

賓

松

大

河

内

根

津

谷 黒

名

来

谷

伊

豆

谷



伊

豫

図

銅

山

丹

波

國

銅

山

但

馬

園

銅

山

播

磨

國

銅

山

備

中

國

銅

山

附
録

安

藤

長

門

守

様

御

領

分

喜

多

方

吉

御
代
官
所

吹

屋

村

銅

山

本

多

中

務

大

輔

様

御

領

分

櫻

山

絃

谷

松
平
伊
賀
守
様

宮

垣

ミ

ヤ

カ

イ

寺

谷

御
代
官
所

明

廷

同

生

野

榎

原

メ

八

ヶ

所

東

山

御
代
官
所

別

子

立

JI

メ 和

地

細

谷

松

平

左

京

大

夫

様

御

領

分

西

川

大

鉢

十

七

ヶ

所

元
緑
十
五
年
の
諸
園
銅
山
覺

井

同

小 西

谷

大

久

喜

/"  

泉 谷

大

見

坂 J 11 

末

須

大

淵

紀

州

様

御

領

分



附
録

備

後

國

銅

山

日

向

國

銅

山

佐

渡

麿

銅

山

陸

奥

國

銅

山
元
緑
十

五
年
の
諸
國
銅
山
覺

長

門

國

銅

山

メ

拾

四

ヶ

所

宇

根

倉

悪

戸

澤

槙

山

白

根

メ

四

ヶ

所

尿t鶴

前:子

山

猿

渡

メ

拾

壼

ヶ

所

大

平

山

大

瀧
烏

帽

子

山

南

部

信

濃

守

椋

御

領

分

戸

澤

ト
キ
ト

ヲ

准茨宍 立

石

崎

山
松

平

陸

本

重

延

岡

松

平

賓

辮

蔵；東

目メ山

松

平

安

藝

守

様

御

領

分

八

坂

西

條

水

澤

尾

去

澤

奥

守

様

御

領

ヲ
イ
ノ
ク
ラ

狼

倉
熊

澤

那

須
..-1... 

塁^ キロ

荒

谷

嘗；下

架多前

澤；

荒 分 小

) II 

大

膳

大

夫

様

御

領

分

長

須

子

瀧

下
ノ

一己
軸

山

淵

身

澤
綾

木

秋

谷



出

吼

闘

銅

山

伊

勢

國

銅

山

上

穂

國

銅

山

美

濃

図

銅

山

土

佐

國

銅

山

附
録

大

喜

妙

地

山

沼

田

治

田
I

拾

五

ヶ

所

炭

谷
大

澤
市

又
小

澤

御
代
官
所

サ

チ

ウ

幸

生
メ 永
松
尾

太

元
誅
十
五
年
の
諸
國
銅
山
覺

多

) II 同 御

代

官

所

大

葛

槙

澤

ヶ

所 幸

ノ 枚

断
又

松

平

土

佐

守

鱗

御

領

分

佐

竹

右

京

大

夫

椋

御

領

分

戸

澤

上

想

功

様

御

須

分

熊

取

澤

津

輌

越

中

己
'J 

茅

草

打

嘗
板

木

澤

七

十

枚

様

御

碩

分

舟

木
天

狗

平

黒

瀧
四



附
録

都

合

阿

波

図

銅

山

因

幡

國

銅

山

飛

騨

國

銅

山

下

野

図

銅

山
元
緑
十
万
年

の
語
國
釦
山
硯

志

摩

國

銅

山

越

前

國

銅

山

百

拾

足

尾

和

佐

保

鳥

羽

平

和

紳

領
西

谷

ケ

所

御

代

官

所

松

平

源

治

郎

様

御

領

分

松

平

伯

菩

守

様

御

領

分

松

平

淡

路

守

様

御

領

分

―r・ ュ



附
録

紀

伊

図

大

和

國

津

園

元
緑
十
六
年
の

諸
國
銅
山
覺
書

譲3室

谷 谷

尻

見

柏

原

尾
・
呂

（
十
五

年
分
ハ
犬
）

大

山

鉄

谷

熊

瀬

湯

谷

谷

口

大

谷

小

淵

芦

谷

蔵

土

樋

谷

籠

尻

永

御
代
官
所
多

田

吉
野
J

内
紫

薗野

山

永十

谷津

) II 

生

野

諸

國

銅

山

覺

書

元
腺
十
六
年
の
諸
國
銅
山
覺
書

路 者

園

満

地

折

着

賓

松

南

山

大

河

内

澤

根

谷

大

黒

車

取

谷

赤

松

銀
山

小

坂

西

河

東

山
平

野

．
 

（
＋
五
年
分

ハ
野
）

仲

谷

伊

豆

谷

川

尻



備日周 長阿土 伊

後向 門波佐 豫
防

図図 園國國 國 J鋒iH 

松山 松松松う 御
平代 午汀‘• 平わ柳代元

新八阿猿永内ノ大 大烏大膳紳淡路大佐土奥島ノ 大村之K東別所官喜 ~>
庄坂芹碩渡浪 平 瀧帽子椋~ 領様北守怯谷内橋丞桂山子 谷 年の:, 
山 山河 論

松 銅

同柳 平悶
荒西廷 室iと蔵東 猿小部兵千西立生呆 田 書

田條岡 辮目山 か松様原河川様垣

号_L. 瀧

荒那長瀧ー 出大大 一

谷須 須ノノ 淵久鉢ノ

子下淵 喜藤

幅 綾秋 大川六大和
淵

山 木谷 ふ来谷地

ご須



奥

州

附
録

丹

波

陸

石

見

國

但

馬

國

佐

渡

國

播

磨

國

備

中

園

安

藝

闊

備

‘’ 月IJ

元
緑
十
六
年
の
諸
國
銅
山
覺
書

榎

俣
利
兵
部
様

夷

山

松
平
陸
奥
様

本

重

二

ッ

森

笹尿

谷前

原

荷

上

り

草

谷

細

谷

銅 田

丸淵

J l l熊

内澤

西

谷

砂

金

檜

原

銀
山

大

見

坂

御
代
官
所
鶴

子

山

御
代
官
所
明

廷

生

野

松
平
伊
賀
守
様

宮

垣

御
代
官
所
中久

瀬喜
銀
山

中

山

寺

谷

原

松
平
伊
豫
様

金

川
三

原

御
代
官
所
吹

屋

竹

邊
（
マ
‘

]）

本
多
中
務
守
様

櫻

山

0
杉

鉄

谷

0
平

兵

衛

山

宇

根

寺

田

0
三

右

衛

門

山

村

坂小

本 泉

安
藤
長
門
守
様

北

方

柳

瀬

吉

井

倉

敷

布吉

瀬井



吼

州

附
録

臼3本

取 道

寺

鉛

山

月

見

酒
井
左
衛
門
様

澤

大

中

翡鳥

串

弓

廷

澤

河

原

宇

根

津
軽
ノ
内

（
太
）

尾

去

戸
澤
能
登
様

永

松

御
代
官
所

澤

幸

生

間

澤

新
庄
領

澤

立

方

以

山

横

澤

幸

熊

取

澤

倉

難

吉

田

山

岩

ケ

澤

戸

澤

水

澤

常

架

澤

立

石

尾

去

澤

下

前

崎

山

狼

倉

荒香

身澤

澤

酉砿槙
!!, 

戸山

澤

下

長

井

見
立
敷
ケ
所

石

力‘

森

金
山

小

胡

三

澤

か

頭

瀧

銀
山

南
部
御
領
白

根

五

萬

堂

大

石

田

，
元
緑
十
六
年
の
諸
國
銅
山
覺
書

内
藤
能
登
様

姥

懐

會
津
御
領
内

北

河

米
澤
御
領
黒

澤

蝉

會
津

沼

崎 ケ

麻

生

岩

尾

平

翔

堀
鹿

烏

川

鍛

子

岩

御
代
官
所
蒲

生

四
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志

附
録

伊

豆

國

越

後

國

下

野

園 摩
図

飛

騨

國

上

穂

國

甲

斐

國

美

濃

閾

伊

勢

闊

元
緑
十
六
年
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諸
國
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山
覺
書

巴

銀

山

土

ー

銅
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荒
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田
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甲
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座

石
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代
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田
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佐
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次
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鳥

羽
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足

尾

西
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木

藤

琴
ノ

佐
竹
様小

澤
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赤

澤

炭

谷

大

澤
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又
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彦
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太

峯

山
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大

開

キ

茅

草
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!!., 
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中

山

澤

大

葛

打

嘗
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狗

平

瀧
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七

月

十

九

銅

座

御

役

所

メ

戴

百

拾

壼

河

内

國

近相

江模

闊國 附
緑

日

右

之

通

御

座

候

以

上 ヶ
所

高

畑

外

播

州

ノ

内

――
―
ヶ

（
式
脱
力）

書

添

申

候

メ

百

拾

四

二

丈

か

た

け

二

元
緑
十
六
年
の
諸
國
銅
山
覺
書

大
久
保
加
賀
守
様

足

柄

山津

泉

ゃ

孫

兵

衛

同

大
坂
ゃ

八

右

衛

門

無

印
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所此

也方

二

て



附
録

主
委
銅
山
出
銅
高

の
覺

是

ヽ

重

サ

出

申

様

但

銅

壼

ケ

年

計

も

出

申

候

尤

其

年

（

マ

、

）

伊

典

國

立

J 11 

銅

二 山

二

凡

拾

六

七

萬

斤

も

出

申

候

哉

前

方

者

少

但

銅

壼

ケ

年

但

銅

壼

ケ

年

紀

伊

國

熊

野

之
覺

二

伊

豫

駆

別

子

銅

山

二 内

銅

山

書

付

孫

兵

衛

か

遣

候

寓

主
要
銅
山
出
銅
高
の
覺

承

候

M
 

於

江

戸

下

村

甚

兵

衛

殿

か

御

頼

ヘ

之

様

子
二

二

存

不

申

候

i

是

i

高

下

御

座

候

共

近

年

之

義

者

凡

戴

百

四

五

拾

萬

斤

ヽ

六

七

拾

萬

斤

凡

拾

六

七

萬

斤

も

出

申

様

付

銅

所

＞ヽ

二

承

候

出

高

之

M
 



奥

茄

宜

敷

銅

山

と

之

様

但

銅

壼

ケ

年

尾

去

澤

銅

山

但

銅

登

ケ

年

凡

戴

拾

萬

斤

計

も

出

申

様

同

所

水

澤

銅

山

但

銅

壼

ケ

年

同

南

部

之

内

白

根

銅

山

但

銅

壼

ケ

年

同

所

熊

澤

銅

山

但

銅

登

ケ

年

凡

拾

萬

斤

計

も

出

申

様

奥

茄

仙

豪

之

内

尿

前

銅

山

出

可

申

様

附
録

又

>‘ 

取

二

立

申

山

之

義

但

銅

壺

ケ

年

主
要
銅
山
出
銅
高
の
覺

二 二 二 奉

存

候

二

凡 凡

備

中

國

吹

屋

村

銅

山

二 ―

―

―

拾

萬

斤

計

も

出

申

候

哉

前

方

承

候

得

共

近

年

之

椋

子

承

不

申

候

六

七

萬

斤

も

出

申

様

凡

拾

五

拾

六

二

二 二

六

萬

斤

も

出

申

様
二

御

座

候

故

此

後

七

萬

斤

も

出

申

候

是

承

候
承

候

二

承

候

承

候

者

段

ミ

重

サ

ノい、

去

年

i



メ

附
録

主
要
銅
山
出
銅
高
の

覺

不

奉

存

候

勿

論

此

書

付

之

儀

も

荒

方

及

承

候

分

右

之

外

所

ヽ

但

銅

下

野

國

足

尾

銅

山

但

銅

同

所

新

庄

之

内

永

松

銅

山

但

銅

但

是

か

出

申

様

出

吼

國

秋

田

之

内

銅

山

銅

山

者

宜

敷

様

ノ鼻、

ケ

年

ケ

年
ケ

年

二 二 二

二

承

候

得

共

委

細

之

義

承

候

銅

出

高

之

義

八

九

拾

萬

斤

ヽ

百

萬

斤

計

も

出

申

様

凡

戴

三

拾

萬

斤

餘

も

出

申

様

凡

百

五

六

拾

萬

斤

も

出

申

様

二

雨

年

已

束

ヽ

普

請

山

同

所

會

津

之

内

蒲

生

銅

山

但

銅

壼

ケ

年

同

所

営

楽

銅

山

二

一

凡

六

七

萬

斤

も

出

申

様

未

承

候

而

御

座

候 二

二 二

承

候

承

候

承

候

二

傭

承

候



如

此

下

村

甚

兵

衛

様

附
録

二

御

座

候

以

上

主
要
銅
山
出
銅
高
の
覺

九

月

十

七

日

泉

屋

孫

兵

衛
會

)'; . 

四



本
輯
は
住
友
鎖
業
史
上
、
別
子
開
稜
に
よ
る
元
緑
の
開
花
期
に
至
る
迄
の
前
史
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
住
友
は

別
子
銅
山
稼
行
以
前
相
嘗
の
年
月
少
く
と
も
業
祖
蘇
我
理
右
衛
門
以
来
一
貫
し
て
鎖
山
稼
行
を
績
け
た
本
邦
一
流

の
鎖
山
家
で
あ
っ
た
。
本
文
に
も
述
べ
た
如
く
、
別
子
開
坑
以
前
の
稼
行
山
は
そ
の
確
賓
な
も
の
の
み
で
も
十
一

箇
所
を
算
し
、

そ
の
他
出
資
閥
係
及
び
稼
行
未
確
認
の
も
の
に
つ
い
て
も
敷
箇
所
が
判
明
し
て
ゐ
る
。

寛
文
年
中
東
北
地
方
銅
山
開
披
期
に
堂
り
、
江
戸
中
橋
に
鎖
山
鰹
螢
の
た
め
の
出
店
を
設
け
た
と
言
は
れ
る

が
、
住
友
の
積
極
性
と
そ
の
活
躍
を
う
か
ゞ
は
せ
る
も
の
と
し
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

尚
、
昨
年
十
一
月
、
断
片
的
乍
ら
も
割
合
部
内
記
録
の
残
る
東
北
地
方
稼
行
山
中
重
要
な
幸
生
・
永
松
雨
銅
山

に
つ
き
現
地
調
査
を
試
み
た
。
幸
ひ
幸
生
閥
係
資
料
に
つ
い
て
ほ
種
々
成
果
を
畢
げ
得
、
従
っ
て
本
文
も
そ
れ
に

よ
り
大
幅
に
補
訂
し
た
。
天
候
に
わ
ざ
は
ひ
さ
れ
永
松
は
斯
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
後
日
是
非
再
調
査
の

本
輯
の
刊
行
に
営
つ
て
も
、
京
都
大
學
教
授
小
葉
旧
薄
士
の
懇
切
な
る
御
指
導
と
闊
係
資
料
の
御
貸
典
並
に
御

校
閲
を
賜
は
っ
た
。

機
を
得
た
い
。

後

又
、
東
北
地
方
現
地
調
査
に
際
し
て
は
、
古
河
鎮
業
株
式
會
社
・
山
形
大
學
及
び
宮
城
・
山

已
i1

―¥n 



形
雨
縣
関
係
御
各
位
よ
り
多
大
の
御
教
示
並
に
御
配
慮
を
恭
う
し
た
。

昭

和

三

十

四

年

初

夏

修

史

室
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